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要 旨:フィリピン共和国パンタパンガン地域では，荒廃した草原状無立木地における流域管理や

木材生産の調和をはかる造林技術の開発やそれらの体系化，およびそれらの技術移転を目的とした森

林造成1<:関する日比技術協力プロジェクトが進められている。筆者は熱帯草原状無立木地における森
林造成のための基礎資料を得るため 1980-1984 年にかけて同プロジェクトサイトの土壌調査を行い，

同サイトの立地条件を明らかにした。それらの結果の概要は次のとおりである。

1. 調査地の土壌母材としては，第四紀穣層，熱変成岩等に由来する赤褐色砕屑堆積物，閃緑岩ない

し石英閃緑岩を主とする火成岩，第三紀泥岩，第四紀粘土質堆積物，および不定形癌状物1<:富む堆

積物が重要であり，それらの分布は地形や地域と密接な関連を有する。

2. 調査地の土壌は，全般的に炭素や窒索の含有率が{尽く，表層の発達が概して不良である。

3. その他の理化学性や微細形態学的特徴は地形や母材の違いによってそれぞれ異なり，塩基置換容

量，置換性塩基含有量，塩基飽和度等が非常に高いものから非常に低いものまで，また，通気透水

性が非常に良好なものから極めて不良なものまで多種多様である。

4. 調査地を被覆する草本は主としてサモン(カルカヤ類: Themeda triandra) およびコゴン(チ
ガヤ類 : lmperata cylindricum) であるが，前者は比較的痔惑な立地条件下1<: ， また， 後者は比

較的理化学性の良好な立地条件下1<:優占する。

まえかき

45~116 

熱帯・亜熱帯地域に分布する森林は世界の森林面積の約半数を占めているといわれており，その植物現

存量は地球全体のそれの半分以上1C:も相当するととろから，森林資源的にもまた地球上の生態系のバラン

スを保つうえからも非常に重要視されている。

ととろが， ζ れらの熱帯・亜熱帯地域においては近年の急激な人口の増大や経済活動の活発化に伴い，

天然林の伐採やその跡地における移動焼畑耕作や放牧等の無秩序な拡大が進行し，アメリカ合衆国政府特

別調査報告「西暦 2000 年の地球J (1980)20) では毎年 l ， 800~2， OOO 万 ha が，また「熱帯森林資源評価報

告書J (FAO, 1981年〉のでは毎年 1 ， 130 万 ha もの森林がそれらの地域において破壊され消滅していると

報告され，木材資源の維持・培養の面のみならず地球的な規模での環境問題の面から憂慮されている。

1985年10月 22日受理 土壌-48 Forest Soil-48 
(1) 調査部

*乙れは『フィリピン共和国パンタパンカeン地域の土壌と立地区分1<:関する研究j という題名のもとに東京大学

へ提出した学位請求論文の一部であり，また国際協力事業団によるパンタパンガン森林造成プロジェクトのフ

ァイナノレレポートの一部である。
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熱帯アジアの一角に位置するフィリピン共和国も例外ではなく，ルソン島をはじめとする主な島々にお

いては，長年にわたる天然林の伐採，燃料材の採取，移動焼畑耕作や放牧のための相次ぐ火入れ等により

森林がつぎつぎに破壊され広大な草原状無立木地と化しており，自然保護，木材資源の維持・培養，水資

源の酒養，国土の保全および環境保全等の見地から，それらの地域の早期緑化が急がれている。フィリピ

ン国政府としてもそれらの地域における森林造成の緊急性を認識し，草原状無立木地の早期緑化を重点施

策のーっとしてとりあげ，官民をあげて再造林lζ努めている。しかし，熱帯・亜熱帯地域の草原状無立木

地の森林造成に関する各種の個別的造林技術の開発およびそれらの体系化はいまだに充分ではなく，森林

造成に要する資金の慢性的な不足とも相{突って，予期したほどの成果が得られていない。

そのため同国政府からわが国に対して森林造成に関わる技術的および資金的協力の要請がなされた。今

後も輸入木材にかなりの部分を依存せざるをえないわが国としては，同国における森林造成に対して多様

な協力を進めていく必要があるという見地から，その要請に積極的に応えることとした。そして，開発協

力事業の一環としての森林造成技術協力プロジェクトに関する調査団が国際協力事業団から数次にわた

って派遣され，水源癌養，土地保全等の森林の公益的機能と木材資源の造成とを両立させるという林業本

来の使命を果たすことに主目標をおくとともに，相手国の意向，地理的な位置，波及効果および業務運営

上の難易なども勘案し，森林造成技術協力事業の適地としてJレソン島ニューパエイシャ州ノfンタパンガン

ダム流域が選定された11)0 1976 年 6 月日比両国の代表者lとより討議議事録抄 (Record of Discussions) 

の署名がなされ，同年 11 月 l乙同流域入の 8， 100ha を対象として，荒廃草原地における造林技術の開発お

よびそれらの体系化，およびそれらの技術移転を目的とした試験林および試植林の造成を行うパンタパン

ガン森林造成技術協力プロジェクトが開始された。

筆者は，熱帯草原状無立木地における森林造成のための適樹種の選定，造林保育方法の選択，適地判定

および各樹種の成長量の予測等に必要な基礎資料を得るため， 1980 年 1 月 ~4 月， 1981 年 2 月 ~4 月お

よび 1984 年 11 月 ~12 月の 3 固にわたり国際協力事業団の派遣により同プロジェクトサイトの土境調査

を行った。

また農林水産省熱帯農業研究センターの派遣により，同センターとフィリピン大学林学部との共同研究

「熱帯地域における早生樹種の生長解析と人工林の林分生産量に関する研究J のため， 1982 年 1 月 ~4

月， 1983 年 1 月 ~4 月および 1984 年 1 月 ~3 月の 3 固にわたり同国に出張した際にも同研究の一環とし

てパンダガンガン森林造成技術協力プロジェクトサイトの調査を行った。

そして，それらの調査結果および調査の際採取した土壌試料の理化学的および微細形態学的分析結果に

基づいて，同地域の森林造成を合理的に推進するための基礎として同プ。ロジェクトサイトを 13 タイプの

立地区に区分した。

第 1 章調査地の自然竃境

1. パンタバンガン森林造成技術協力プロジェク卜の概要

パンタパンガン地域は， )レソン島のほぼ中央部に位置するニューパエイシャ州の北東部にあり，東はシ

ェラマドレ山脈によって太平洋岸と隔てられ，北は岡山脈から分岐した峯によってニューパピスカヤ州に

接している(図 1) 。

乙の地域l乙源を発するパンパンガ川は南に流れて，同国最大の穀倉地帯である中央平野を貫き7ニラ湾
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パンタパンガンプロジェクト位置図図1.
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図 2. ノマンタパンガンプロヅェクトサイト

lζ注ぐ重要河川であるが，過去いくたびかの氾濫によって下流域に大きな被害を与えてきた。そのため，

マニラから北方へ約 155km のところにあるサンホセ市の東方約 20km の地点に，中央平野の水団地帯に

潅j既用水を供給しあわせで洪水の防止や発電を目的とするパンタパンガン多目的ダムが， 1974 年に建設

された。

このダムによる人造湖は満水時の面積が約 8 千 ha で，その集水面積は約 10 万 ha fC及ぶが，そのうち

ダム湖に接する丘陵地帯を中心に約 5 万 ha が緊急に造林を必要とする草原状無立木地となっている(写

真一9) 。

パンタパンガン森林造成技術協力プロジェク卜はかかる草原状無立木地約 5 万 ha における大規模な造

林事業に先立ち，流域管理と木材生産の調和をはかる森林造成技術の開発と乙れに関連した教育や訓練を

実施することを目的としたものである。その内容は， 当初計 1， 300ha の試植林を造成し， 次iζ計 6， 800

ha の試験林の造成によりそれら個別的技術の体系化を図るもので， そのプロジェクトサイトは図 2 の

ように，ダム湖周辺の主として丘陵性草原からなる第 1 パーセJレ (1 ， 100 ha)，第 2パーセル (4， 000 ha) , 

および第 3 パーセル (3， 000 ha) からなっている。
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2. 気候

(1)降水量

- 49 ー

ルソン島の気候的特徴はその脊梁山脈を境として西側と東側とで大きく異なる。西側では南西季節風の

影響を受けて 5月から 11 月にかけて雨期が訪れるのに対して，東側では北東季節風の卓越する 12 月から

2 月にかけて多量の雨が降る。

調査地の降水量は表 1 のとおりである目。 1970 年から 1976 年までの年平均降水量は 2， 042 mm であ

るが， 1973 年の 1， 249 mm から 1974 年の 2， 339 mm と年によって著しい変動を示している。また，月

平均降水量の最も多いのは 7 月で，以下 8 月， 5 月の)1買となっており， 5 月から 11 月までの聞に年平均降

水量のうちの約 95% が集中し， 12 月から 4 月までの聞の全降水量は年平均降水量の約 5%1ζ過ぎない。

したがって，本調査地はJレソン島のほぼ中央部に位置しているが，気候的には南西季節風の影響を強く受

ける西側のタイプに属する。

また同国では，年間の降水量分布パターンに基づいて全国土を 4 つに分けるマクロな気候区分が用いら

れている。乙れは， 11 月から 4 月までが明瞭な乾期で残りの期間が明瞭な雨期である第 I 型， 11 月から

1 月の聞に最高の降水量があるが年聞を遇して明瞭な乾期がない第E型， 11 月から 4 月までが比較的乾

燥し残りの期間が比較的湿潤である第E型，および年聞を通してそれほど降水量に変化がない第lV型に区

分されている。本調査地は， 12 月から 4 月までほとんど降雨がない明瞭な乾期をもっ乙とから， 乙の気

候区分では第 I 型の気候区 lζ属するものと考えられる。

(2) 気温

気温については，調査地に近接する地域で測定した年平均気温および月別平均気温を，表 2 Iζ 示し
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表1. 表調査地の降水量 (mm) 標高 208. 14m 

1970 1 1971 1 1972 1 1973 1 1974 1 1抗 1 1976 I 平均 最大
月雨量

3.6 40.9 。 。 72.4 。 19.5 72.4 

0.5 2.0 。 。 。 。 0.4 2.0 

13.4 20.5 。 11.4 22.4 22.4 15.0 22.4 

。 24.5 。 31.0 。 21.9 12.9 31.0 

200.7 257.6 81. 7 109.8 158.5 906.0 285.7 906.0 

422.1 199.9 197.1 266.2 97.1 441.0 270.6 422.0 

456.4 1, 222.2 86.3 389.7 96.9 211. 8 410.6 1, 222.0 

354.8 263.9 321.3 648.8 471. 3 213.1 378.9 648.8 

315.0 251.5 225.3 95.1 96.2 230.9 236.7 207.2 315.0 

426.9 411.9 3.5 344.4 459.1 180.7 2.5 261.3 459.1 

88.7 135.8 72.6 122.9 287.8 9.1 119.5 287.8 

89.3 144.8 10.4 。 39.3 78.8 60.4 144.8 

2, 304.6 (2, 079.4)1 1, 248.81 2, 339.31 1, 418.1 ο， 055.4)1 刊2. 0 1 1, 222. 0 

平均間卜4.91 お 6127.8129.312ヲ 8128. 7128. 1 1 ベ 27.7 ト7.6126.7126.0 1年間温
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7こ 10) 。

年平均気温は 27.70C である。また月別平均気温では，最高は 5 月の 29.80C であり最低ば 1 月の 24.9
0

C

であるから，その年較差はわずかに 4.9
0

C である。したがって，本調査地では一般に気温の日較差の方が

年較差より大きいものと推定される。

3. 地形

パンタパンガン流域は，比較的急峻なシェラマドレ山脈および岡山脈から分岐する支尾根によって形成

される分水界の南~南西斜面に分布する。分水界iとは海抜 1 ， 500~1 ， 700 m の山々が此立しており， その

最高峰はスピアノ山〈海抜 1， 705 m) である。

乙の地域は新第三紀中新世末の造山運動により摺曲を受け，一部に著しい断層運動も伴った。乙の地域

の西を流れるタラベラ川はとの時期に形成された断層谷であり，また分水界の南西斜面を北西から南東lと

延びる断層も同じ時期にできたものである。

したがって，との地域は烏服図的にはそれらつの断層に狭まれた地溝(断層盆地〉を形成しており，沖

積地，平坦台地，波状丘陵地，起伏の少い山地，および分水界近くの起伏の多い山地等の地形が区分され

る。

本プロジェクトサイトはそのうちの波状丘陵地および起伏の少い山地から主としてなり，第 1 パーセ

Jレ，第 2パーセJレの一部，および第 3パーセルが前者f<:，また第 2パーセルの残りの部分が後者に属する

(写真ー10) 。

との波状丘陵地では，谷巾が広く谷底に緩斜面が発達しているところでは山腹に凶形斜面が比較的発達

い谷底に緩斜面の発達がみられないととろでは山腹lとは凸形斜面が主として発達しており谷頭部では急

斜面となっている場合が多い。いずれも定高性のあるまるみを帯びた尾根が発達しており，遠望すると非

常になだらかな地貌を呈する。

また起伏の少い山地では，頂部にはなだらかなまるみを帯びた尾根が，そして比較的傾斜のゆるやかな

山腹には平衡斜面が主として発達し，また斜面下部には凹形斜面や緩斜面が発達するなど，全体的に傾斜

のゆるやかな老年期の地形を呈する。

4. 地質

調査地の地質は，第 1 パーセJレと第 2パーセルの聞を貫流しパンタパンガンダム湖lと流入するカラング

ラン川を境lとして，右岸の第三紀層地帯と左岸の閃緑岩ないし石英閃緑岩および熱変成岩からなる地帯と

に大別される。

しかし，乙の第三紀丘陵地帯内では，基盤をなす第三紀層のうえに熱変成岩，閃緑岩，および石英閃緑

岩等に由来する砕屑堆積物がかなりの厚さで堆積しており，さらに第四紀のものと思われる未固結の磯層

がそれらの上部を不整合に覆っている。また同正陵の山麓緩斜面には，第四紀のものと息われる細円擦な

いし亜角礁を含む粘土質堆積物が第三紀泥岩の上に分布するなど，土壌母材の面からの地質は非常に変化

に富んでいる。

以上のうち砕屑堆積物については時代未詳であるが，主として石英粒を含む赤褐色細粒質物質からな

り，熱変成岩，閃緑岩，石英閃緑岩等の礁を含むことがある(以後これを赤褐色砕屑堆積物とする〉。

また第四紀のものと恩われる礁層には，熱変成岩，閃緑岩，石英閃緑岩，輝緑岩，安山岩，砂岩，緑色

片岩等の礁が含まれており，現在の流域内の上流山地の地質を良く反映している。
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第四紀のものと恩われる粘土質堆積物は，細円磯あるいは亜角礁をわずかに合むこと，山麓緩斜面等の

かつての下刻作用によって露出した第三紀泥岩からなる侵蝕面上にのみ堆積すること，非常に埴質で一般

に厚い暗色の表層を有する乙と，等の特徴を示すととから，第四紀磯層よりも新しい時代に水の動きの静

かな堆積環境下で形成された比較的新しい堆積物と考えられる。

また第 2パーセJレの 91 林五圧においては， 地質図では閃緑岩ないし石英閃緑岩地帯とされているが，主

として1O~20mm の不定形の癌状物lごすこぶる富む堆積物が丘陵背面を覆っており， そ乙では同堆積物

を母材とした特殊な土壌が発達している。

5. 植生

パンタパンガン流域は前述のように熱帯モンスーン気候下にあるので，自然植生としては海抜 I， OOOm

以上では蘇苔林 (mossy forest) が，またそれ以下ではフタパガキ科 (Dipterocaゆaceae) 樹木を主と

する熱帯雨緑林が分布していた。しかし，それらの天然林は過去数世紀にもおよぶ伐採とそれに引き続く

たび重なる火入れ等により荒廃し， 現在では海抜 700m 以上のところでは天然性ケシヤマツ (Pinus keｭ

siya) の粗林に， またそれ以下のところでは，蔚芽再生力の極めて強いアリパンパン (Alibangbang ; 

Piliostigma malabarica) が単木状に散在する草原状無立木地と化している。そしてフタパガキ科樹木は

沢沿いに局所的IC分布するリボンフォーレスト(Ribbon forest) として残存しているに過ぎない。

この草原状無立木地を構成する草本はコゴン(Cogon; Imperata cylindricum) ， サモン (Samon;

Themeda triandra) ， タラヒプ (Talahib ; Saccharum spontane~仰)， ジャノfニーズグラス (Ia開nese

grass ; Pennisetum ρolystachyon)，ノ、ゴノイ (Hagonoy ; Chromolaena odorata) 等がその主なもので

ある。

それらの分布傾向は，斜面中腹から尾根部にかけてはサモンが，また斜面中腹以下ではコゴンが優占的

に分布し，タラヒプは沢沿いや崩壊跡地等に局所的に分布する。また，ジャパニーズグラスやハゴノイは

単独で草原を形成することはまれで，ほとんどの場合サモンやコゴンに随伴して分布しており，前者はサ

モンと，後者はコゴンと比較的関係が深いようである。

したがって，それらの特にサモン，コゴン，およびタラヒブの立地選択性に関しては，サモンは癖悪な

乾燥しやすい立地条件に対する適応力が勝れており，コゴンやタラヒブは比較的湿潤で理化学性の良好な

立地を好む傾向が強いものと推定される。

第 2章土壊調査

1. 土壊調査法と試料採取

調査地内の土壌母材としては，第四紀磯層，赤褐色砕屑堆積物，閃緑岩ないし石英閃緑および熱変成岩

(以後とれらを火成岩と総称する)，第三紀泥岩， 第四紀粘土質堆積物，および不定形癌状物IC富む堆積

物がその主なものであり，それらに由来する各種の土壌が波状丘陵地や起伏の少ない山地等に分布してい

る。また調査地においては，全般的には斜面中腹から尾根部にかけてはサモンがそしてそれ以下ではコゴ

ンが優占しているが，詳細に調べるとほとんど同じような地形面でもサモンとコゴンが棲み分けている例

が尾根筋から谷筋にかけていずれの地形面でも観察される。

そとで土壌調査に際しては，各種母材とそれらが分布する地形面との関係および土壌の断面形態と地形

面や植生との関係、等に留意しつつ試孔点を決定し，定法により土壌断面の形態を調査し理化学的および徴
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細形態学的性質を研究するための試料を採取した18) ， 19)具、

2. 調査地の土織とその断面形態

(1) 第四紀礁層を母材とする土壌

第四紀礁層は主として波状丘陵地からなる第 1 パーセルおよび第 3 パーセルの一部の尾根筋を中心lと分

布する。主に鈍頂尾根を形成するが，その他斜面上部の凸形斜面あるいは谷頭や谷壁部の急斜面を形成す

る。いずれも第三紀泥岩や赤褐色砕屑堆積物あるいは火成岩からなる地形lζ漸移する。

とれらの礁層を母材とする土壌では主としてサモンが優占するが，谷頭や谷壁部の急斜面では一部タラ

ヒプやコゴン草地がみられる。

そこで第四紀軍事層を母材とする土壌として， 同様層から形成される急斜面(本調査地では 1976 年の集

中豪雨により多数の崩壊地が発生したが，そのほとんどは傾斜 28。以上の第四紀磯層からなる斜面であっ

た。そこで本報告では，傾斜 280 以上の斜面を急斜面とした。)のサモンとタラヒブ草地で No.84-28 と

No.84-25 を，また，鈍頂尾根のサモン草地で No.80-12 と No.84-18 を， そして凸形斜面のサモン草

地で NO.80一7 の計 5 土壌をそれぞれ調査した。それらの立地環境や断面形態的性質は，図 3~7 のとお

りである。

(2) 赤褐色砕屑堆積物を母材とする土壌

ζの堆積物は第三紀泥岩および第四紀諜層とともに第 1 パーセルにおける丘陵部の地質的構成要素の一

つであり，主として鈍頂尾根，平衡斜面，および凹形斜面に分布する。

乙の堆積物を母材とする土壌では主としてコゴンが優占するが，一部lとサモン草地がみられる。

そ乙で赤褐色砕屑堆積物を母材とする土壌が分布する鈍頂屋根のサモンとコゴン草地で NO.84-19 と

No.84-20 を，また，平衡斜面のコゴン草地で No.84ー15 を，そして凹形斜面のコゴン草地で No.84-21

と No.84-23 の計 5 土壌をそれぞれ調査した。それらの立地環境や断面形態的性質は，図 8~12 のとお

りである。

(3) 火成岩を母材とする土壌

閃緑ないし石英閃緑岩および熱変成岩のうち特K前二者の火成岩は波状丘陵地や起伏の少ない山地の構

成物として，第 2 および第 3パーセルにおいて広汎に分布しており，それらの地域の尾根，凸形斜面，平

衡斜面，および凹形斜面における土壌母材として重要である。

植生はそれぞれの地形面の立地条件IC対応してサモンおよびコゴンが接み分けている。

そこでそれらの火成岩からなる地域の尾根部のコゴン草地で No.81ー18 を， 凸形斜面から平衡斜面に

かけてはサモンおよびコゴン草地で No.80-16 および No.80-15 を， そして凹形斜面のコゴン草地で

No.81-21 の計 4 土壌をそれぞれ調査した。

それらの立地環境や断面形態的性質は，図 13~16 のとおりである。

(4) 第三紀泥岩を母材とする土壌

第三紀泥岩は主として第 1 パーセJレの斜面中腹の平衡斜面，斜面下部の凹形斜面，および山麓緩斜面等

の削剥の進んだと乙ろに露出し，極めて埴質な特徴ある土壌を形成している。

乙の第三紀泥岩を母材とする土壌のところでは例外なくサモンが優占するので，悶泥岩からなる平衡斜

面，凹形斜面，および山麓緩斜面において No.80ー1 ， No.84-26, および No.84-27 の計 3土壊をそれ

ぞれ調査した。
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調査年月日 1984 年 12 月 11 日

調査地点 第 1 パーセJv， 57 林班

地 形 急斜面

24804 4 〆/ ←~___ __--J A2 

標 高 375m 

方 位 N 830 E 

傾 斜 450 

堆積様式 旬行

母 材 第四紀磯膚

60 _._~ー

『ーーー

60 

F一一_._...."..... 
100-r ---

cm 

B 

BC 

C 

断面記載

Ao 草本類の落葉および腐葉散在

A , 7-13cm ICぷい黄褐色 (2.5 Y 6/2) 腐植を含む，細小亜角礁に富む，

砂質埴土，弱度の角塊状構造，堅〈ち密度 24)，乾，細根多，層界波状

判然，

A2 16-20cm Iζぷい黄褐色 (10 Y R 4/3) 腐植を含む， 細小亜角礁に富

む，埴土弱皮の角塊状，堅〈ち密度 25) ， 乾~半湿，細根多，層界波状
判然，

B 32-37cm ICぷい黄褐色 (10 Y R 4/5) 腐植あり，小中亜角lIJHC富む，

埴壌土，微弱な角塊状，堅(ち密度 16)，乾~半湿，細小根あり，層界

波状判然

BC 28-32cm 黄褐色(10 Y R 5.5/6) 腐植あり，小中E角礁に富む，砂質埴壌土，無構造，軟〈ち密度 16)，乾

~半湿，細根まれ，層界波状判然，
C 25cm+明黄褐色 α.5 Y 7/6) と灰白色 (7.5 Y 6/1) との混じり，小中豆角喋や中廃朽礁に富む，砂壌土，

やや壁状，軟ー堅(ち密度 20) ， 乾一半湿，

植生 サモン (4 )，ジャパニーズグラス(+)，タラヒプ(+)

-_-一-
~.-_.__. 

図 3. 断面記載 No.84-28 

1984 年 12 月 8 日

第 l パーセ Jレ， 57林班

急斜面
285 m 

20 -L_..-町~ー~ー./.~・

A1 

A2 

調査年月日

調査地点

地形

標高

方位
傾斜

堆積様式
母材

N420W 

ιo 

60 

60 

B2 

、、-ー~.ー、
ーー--

B2 

-・、ー---・-'，、、
一 一一・

BC 

300 

伺行

第四紀藤層

断面記載

A。 タラヒプの落葉および腐葉散在

A , 9-12cm 黒褐色(10 Y R 3.5/2) 腐植に富む， 小.i!E円穣を含む，砂質
埴壌土，中度の亙角塊状構造，堅~軟(ち密度 15)，乾，菌糸束あり，
細根多，層界波状判然

A2 10-13 cm 黒褐色 (10 Y R 3/2) 腐植に富む，細小亜円礁を含む，埴壌

土，弱度の角塊状，堅(ち密度 21) ，乾~半湿，菌糸束あり，細根多，
層界波状判然

B , 22-27cm 褐色 (10 Y R 4/4) 腐植に富む，細小亜円礁を含む，埴壌

土，弱度の角塊状，堅~すこぶる堅(ち密度 27)，乾~半湿，眉界波状

判然，

20-25cm 褐色 (7.5 Y R 4/4) 腐植あり，小E円磯を含む，埴土，微弱な角塊状，堅~すとぷる堅(ち密度 28) ，

乾~半湿，根まれ，層界波状判然，
BC 25cm 褐色 (7.5 YR 4/4) 腐植あり，小亜円礁に富む，塙土，壁状，竪(ち密度 26)，半湿，根まれ，

植生 タラヒプ (5 )，コゴン(+)，

図 4. 断面記載 No.84-25 
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調査年月日

調査地点

地形

標高

方位

傾斜

堆積様式

母材

断面記載

1980 年 4 月 9 日

第 1 パーセJレ， 55 林班

鈍頂尾根

320 m 

S 290 E 
12。

残積

第四紀礁層

Ao サモンの落葉および腐葉散在

A 7-1Ocm ICぷい赤褐色 (5 YR 4.5/3) 腐植を含む，半風化円礁に富

む，埴土，弱度の亜角塊状構造，堅，乾，細小根多，層界波状判然，

Bl 20-23cm 赤褐色 (2.5 Y R 4/5) 腐植あり，半風化円礁に富む，埴土，
弱度の亜角塊状，堅，乾，細小根あり，層界波状漸変，

B , t 28-31 cm 赤褐色 (2.5 Y R 4/6) 腐植あり，半風化円礁に富む，埴土，

弱度の亜角塊状，堅，乾~半湿，連続的な粘土皮膜あり，根あり，層界

不規則漸変，

B3t 30-33cm 赤褐色 (2.5 Y R 4/6) 腐植あり，半風化円様に富む，埴土，

壁状，堅，乾~半湿，断片状の薄い粘土皮膜あり，根まれ，層界波状漸
変，

BC 30cm+赤褐色 (2.5 Y R 5/6) ， 半風化円礁を含む~富む，埴土，壁状，堅~すとぷる堅，乾~半湿，断片状
の薄い粘土皮膜あり，

植生 ケシヤマツ (1979 年植栽，平均樹高 30 cm，)，サモン (5 )，コゴン(+)

A 

20 B1t 

40 

60 

80 BC 

100 

c 

図 5. 断面記載 No.80-12

調査年月日 1984 年 11 月 29 日

調査地点 第 1 パーセル， 57 林班

地 形 鈍頂尾根

標 高 280 m 

方 位 N 100 E 

傾 斜 3。

堆積様式 残積

母 材 第四紀礁層

断面記載

Ao サモンの落葉および腐葉散在

A 8-12cm 暗褐色 (7.5 YR 3/2.5) ，腐植を含む，細小半風化円疎に富

む， 砂質埴土， 微弱な塊状および粒状構造， 堅~すとぷる堅(ち密度
28)，乾，細小根多，層界波状判然

Bl' 21-24 cm Iζぷい赤褐色 (5 Y R 4/4) ，腐植あり，小中半風化円礁にす

乙ぷる富む，埴土，無構造，堅〈ち密度 26)，乾~半湿，断片状の薄い

粘土皮膜あり，細小根あり，層界波状判然

B , t 23-28cm 赤褐色 (5 Y R 4/5) ，腐植あり，小中半風化円諜にすとぷる

富む，埴土，無構造，堅(ち密度 24) ， 乾~半湿，断片状の薄い粘土皮

膜あり，細小根まれ，層界平坦判然

BC 35-39cm 赤褐色 (5 Y R 4/7)，腐植あり，小中半風化円礁を含む，埴土， 壁状，堅〈ち密度 2渇)，乾~半

湿，断片状の薄い粘土皮膜あり，細小根まれ，層界平坦判然

C 18cm+赤褐色 (10 Y R 3/6) と灰白色 (2.5 Y 7/1) からなる斑紋，礁なし，埴土，壁状，竪(ち密度 27) ，

乾~半湿，断片状の薄い粘土皮膜あり

植生 アカシア (1981 年植栽，平均樹高 5 m)，サモン (5 )，ハゴノイ(+)

図 6. 断面記載 No.84-18 
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A 

B1t 

~t 

BC 

調査年月日 1984 年 3 月 20 日

調査地点 第 1 パーセル， 57 林班

地 形 凸形斜面

標 高 300 m 

方 位 S 790 W 

傾 斜 25。

堆積様式 残積

母 材 第四紀磯層

断面記載

A. サモンの落葉および腐葉散在

A 15-18cm Irぷい赤褐色 (5 Y R 4/3) 腐植を含む，半風化円諜を含む，

砂質埴壌土，堅果状構造，堅，乾，細根多，層界波状明瞭，
Blt 9-11 cm Irぷい赤褐色 (5 Y R 4/4) 腐植あり，半風化円礁を含む，埴

土，中度の亜角塊状，堅(ち密度 21) ， 乾~半湿，断片状の薄い粘土皮
膜あり，数条のクラックあり，細小根あり，層界波状判然，

B2t 17-24cm 赤褐色 (5 Y R 4/6) 腐植あり，半風化円礁を含む，埴土，

弱度の亜角塊状，堅，乾~半湿，連続的な粘土皮膜あり，数条のクラッ
クあり，根あり，層界平坦明瞭，

BC 35cm+赤褐色 (2.5 Y R 4/6) 腐植あり，風化円礁に富む，砂質埴土，

20 cm くらいの間隔でクラックの入った壁状，すこぶる堅，乾~半湿，連続的な粘土皮膜あり，根まれ，

植生 マガホニー (1977 年植栽，樹高 50-70 cm，ダイパック)，サモン (5 ), 

ー-_./'‘------j
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図 7. 断面記載 No.80一7

調査年月日 1984 年 11 月 29 日

調査地点 第 1 パーセJv， 57 林班

地 形 鈍頂尾根肩部

標 高 300m 

方 位

傾 斜 O. 

堆積様式 残積

母 材 赤褐色砕屑堆積物

断面記載

A. 草本類の落葉および腐葉散在

A 5-8cm 明褐色 (7.5 YR 3.5/3) 腐植を含む，半風化亙角礁あり，砂
壌土，微弱な角塊状構造，すとぷる堅(ち密度 29)，乾，細小根多し，

層界波状判然，

Blt 16-19 cm Irぷい赤褐色 (5 Y R 4/4) 腐植あり，半風化亜角礁あり，

砂質埴壌土，壁状，すとぷる堅(ち密度 30)，乾，断片状の薄い粘土皮

膜あり，細小根あり，層界波状漸変，

B2t 21-24 cm 赤褐色 (5 Y R 4/5) 腐植あり，半風化亜角様あり，砂質埴

壌土，壁状，すとぷる堅(ち密度 32) ， 乾~半湿，断片状の薄い粘土皮
膜あり，根まれ，層界波状漸変，

BC 20cm 赤褐色 (5 Y R 4/6)，半風化亜角磯あり，砂質埴土，壁状，す乙ぷる堅(ち密度 29)，乾~半湿，断片
状の薄い粘土皮膜あり，根まれ，

植生 サモン (5) ， ，.，ヤノマニーズグラス( 2)，ハゴノイ(+)

図 8. 断面記載 No.84-19 



-56 -

20 

40 

60 

__..ーー-~--・町ー・ー・_-

....- .. 司旬、 --ーー・・.. 
‘ーー'ー

--・・..ー ー
ー--

A 

B1t 

B2t 

BC 

林業試験場研究報告第 336 号

調査年月日

調査地点

地形

標高

方位

傾斜
堆積様式
母材

断面記載

1984 年 12 月 5 日

第 1 パーセル， 57林斑

鈍頂尾根
290m 

。。

残積

赤褐色砕屑堆積物

A. アカシアおよびココ'ンの落葉およひ'腐葉散在

A 1l-15cm 暗褐色(10 Y R 4/2. 5) 腐植11:宮む，半風化豆角諜あり，砂

壌土，微弱な角塊状構造，すこぶる堅(ち密度 30)，乾，細小根多し，

層界波状判然

B , t 17-21 cm 褐色 (7.5 YR 4/4) 腐植を合む，半風化E角諜あり，砂質

埴壌土，壁状，すとぷる堅(ち密度 31) ， 乾~半湿，断片状の薄い粘土

皮膜あり，細小根あり，層界波状漸変，
B2t 19-22cm 赤褐色 (5 Y R 4/5) 腐植あり，半風化E角磯あり，砂質埴

壌土，壁状，すとぷる堅(ち密度 32) ， 乾~半湿，断片状の薄い粘土皮

膜あり，細小根あり， ，層界波状漸変，

BC 18cm 赤褐色 (5 Y R 4/6)，半風化亜角磯あり，砂質壌土，壁状，堅~すζぷる堅(ち密度 28)，半湿，断片

状の薄い粘土皮膜あり，

植生 アカシア (1981 年植栽，樹高 6-7 m)，コゴン (5 )，ジャパニーズグラス(+)，ハゴノイ(+)

。

A 

20{-ー---_-ーー~斗

AB 

40"j.__.....・\戸『ーペ

B1t 

..---ー-・・・_..--- ー
60 

B2t 

80 

BC 

100 

図 9. 断面記載 No.84-20 

調査年月日 1984 年 11 月 27 日

調査地点 第 1 パーセル， 57 林班

地 形 平衡斜面

標 高 255m 

方 位 S 260 E 

傾 斜 140 

堆積様式 旬行

母 材 赤褐色砕屑堆積物

断面記載

A. アカシアやコゴンの落葉および腐葉散在

A 18-21cm 暗褐色 (10 Y R 3/3) 腐植を含む，様なし，砂壌土，弱度の

塊状構造，堅~すとぷる堅(ち密度 27)，乾，細小根多し，膚界波状判

然

AB 18-22 cm 褐色 (7.5 YR 4/3.5) 腐植を含む，半風化亙角穣あり，砂

質埴壌土，壁状，堅~すとぷる堅(ち密度 29)，乾，小根あり，層界波
状判然

B , t 10-13 cm 赤褐色 (5 Y R 3.5/6) 腐植を含む，半風化亜磯あり，砂質埴

壌土，壁状，堅(ち密度28) ， 乾~半湿，断片状の薄い粘土皮膜あり，

小根あり，層界波状判然，

B2t 21-23cm 赤褐色 (5 Y R 4/6) 廃植を含む，半風化亜角磯あり，砂質埴壌土，壁状堅(ち密度 28)，乾~半

湿，断片状の薄い粘土皮膜あり，根あり，層界平担漸変

BC 20cm+明褐色 (7.5 Y R 4.5/6)，腐植あり，半風化E角磯あり，砂質埴壌土，壁状，堅(ち密度2η，半湿，

断片状の薄い粘土皮膜あり，

植生 アカシア (1981 年植栽，樹高 6-7 m)，コゴン (5)，ハゴノイ(+)，ジャパニーズグラス(+)

図 10. 断面記載 No 84-15 
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調査年月日 1984 年 12 月 6 日

Oi_._.--~-J 調査地点 第 l パーセル， 57 林斑

地 形 凹形斜面-___ ---____ I ABg 
標 高 290m 

20-j 
方 位 E 

司ー--ー e ー司ーー---・・ー一 傾 斜 11。

40-j B29 
堆灘様式 崩積

母 材 赤褐色砕屑堆積物
--ー・司司、、ーー_--._ーー‘・ 4・

60i I BCg 断面記載
Ao チークや草本類の落葉や腐葉散在
A 7-9cm 黒褐色 (10 Y R 2/2)，腐植に富む，礁なし，砂質埴壌土，中

度の亜角塊状および団粒状構造，軟(ち密度 10)，乾~半湿，細小根多，

層界波状判然

ABg 4-7cm 褐灰色 (10 Y R 4/1) 腐植を含む，様なし，埴壌土，弱度の角

塊状，軟(ち密度 11)，半湿，褐色 (7. 5 Y R 4/3. 5) の微斑紋富む，

小中根多，層界波状漸変

B ,g 16-20cm 黄灰色 (2.5 Y 5/1) 腐植あり，諜なし，砂質埴土， ~童状，

軟(ち密度 13) ，半湿， 褐色 (7.5 YR 4/3.5) の微斑紋富む，細小根

あり，層界波状漸変

B ,g 17-24cm 黄灰色 (2.5 Y 5/1) 腐植あり，礁なし，砂質埴土，壁状，軟(ち密度 18)，半湿~湿，褐色 (7.5

YR 4/3.5) の雲状班鉄すとぷる富む，根まれ，屑界波状判然，

BCg 18 cm+灰色 (5 Y 5/1) 腐植あり，腐朽小磯含む，砂質埴土，壁状，軟(ち密度 18)，湿， 11:ぷい黄褐色 (10

Y R 5/5) の斑紋11:富む

植生 チーク (1976 年植栽，樹高 0.5- 2 m)，コゴン (5 )，ハゴノイ (3)
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図 11. 断面記載 No.84-23 

調査年月日

調査地点

地形

標高

方位

傾斜

堆積様式
母材

断面記載

1984 年 12 月 5 日

第 3 パーセノレ. 100 林斑

凹型斜面

285m 

S 800 E 
11。

崩積

赤褐色砕屑堆積物

Ao ジャイアントイピノレイピノレやコゴンの落葉および腐葉散在

A , 8-13cm 黒褐色(10 Y R 3/2) ，腐植に富む，半風化亜角様あり，埴土，

中度の角塊状構造，軟(ち密度 18)，乾，細小根多し，層界波状漸変

A , 18-22cm 陪褐色 (7.5 Y R 3/2.5)，腐植を含む，礁なし，埴土，中皮

の角塊状(内部 7.5 YR 4/4)，堅(ち密度 22) ，乾~半湿，断片状の薄

い粘土皮膜あり，細・小根多し，層界波状判然
B ,! 22-26cm 褐色 (7.5 Y R 3.5/3)，腐植あり，埴土，弱度の角塊状(内

部 5-7.5 Y R 4/4) , 堅(ち密度 25) ， 乾~半i湿，断片状の簿い粘土皮

膜あり，細・小根あり，層界波状漸変

B ,! 25-28 cm 11:ぷい赤褐色 (5 Y R 4/3)，腐植あり，埴土，弱度の角塊状

(内部 5 YR4/4)，竪(ち密度 26) ，乾~半湿，断片状の薄い粘土皮膜あり，細・小根あり，層界平担漸変
BC 21cm+赤褐色 (5 YR4/5)，腐植あり，埴土，壁状，堅(ち密度 27) ，半湿， 11:ぷい赤褐色(5 YR3.5/3.5) 

の斑紋あり，断片状の薄い粘土皮膜あり，根まれ
植生 ジャイアンリイピJレイピJレ(1977 年植栽，平均樹高 8m50cm，平均胸高直径 7 cm)，コゴン (5 )，ハゴノキ

(3) 

図 12. 断面記載 No.84-21 
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A 

調査年月日

調査地点

地形
標高

方位
傾斜

堆積様式

母材

1981 年 3 月 1 日

第 3 パーセル， 101 林班

鈍頂尾根

180m 

N 150W 
7.5。

残積

閃録岩ないし石英閃録岩

60, I 断面記載
Ao コゴンの落葉および腐葉散在

ノーー- -- ー- --I A 15-20 cm にぷい褐色 (7.5 Y R 6/3)，腐植を含む，埴土，弱度の角塊

80, I 状構造，堅(ち密度 26)，乾，小根多し，層界波状漸変
83t Blt 12-19 cm fCぷい褐色 (5 Y R 6/5)，腐植に之し，塙土，弱度の角塊

状，竪~すこぶる堅(ち密度 29) ，乾~潤，連続的な薄い粘土皮膜あ
1001 I り，小・中根あり，層界波状漸変

B , t 34-38 cm 1<::ぷい褐色 (2.5 Y R 6/5)，小腐朽様あり，埴土，弱度の角

BC 塊状，堅(ち密度 26)，乾~潤，連続的な薄い粘土皮膜あり，小・中根
120 ~ 

あり，層界波状漸変

B3t 34-37cm 赤褐色 (10 Y R 5/4)，小腐朽礁を含む，埴土，弱度の角塊
状，堅(ち密度 25)，乾~潤，連続的な薄い粘土皮膜あり，小根1<::之し，層界平坦漸変

BC 15cm+にぷい赤褐色 (2.5 Y R 5/5)，小腐朽礁に富む， 埴土，壁状，すとぷる堅(ち密度 30)，乾~潤，連
続的な薄い粘土皮膜あり，

植生 コゴン (5)

。

20 

40 

60 

80 --- ----・ーaー-〆f

100 

81t 

82t 

図 13. 断面記載 No.81-18

A 

調査年月日

調主地点
地形

標高

方位

傾斜

堆積様式

母材

Ao サモン，ジャパニーズグラスの落葉および腐葉散在

A 8-l1cm 1<::ぷい褐色 (7.5 Y R 4.5/3)，腐植を含む，小中半風化礁を

含む，埴土，弱度の堅呆状と塊状構造，堅，乾，細小根あり，層界波状
判然

Bl 16-19cm 赤褐色 (5 Y R 4/6)，腐植1<::乏し，小中半風化疎を含む，埴

土，弱度の角塊状構造，堅，乾~半湿，細・小根多~あり，層界波状判
然

B ,. 44-50cm 赤褐色 (2. 5 Y R 4/5) ，小・中半風化礁に富む，埴土，無構

造，堅，乾~半湿，断片状の薄い粘土皮J膜あり，細・ 4、根あり，層界不
規則判然

BC 30cm+赤褐色 (2. 5 Y R 4/5) ，小半風化礁にすとぷる富む，埴土，堅，乾~半湿，断片状の薄い粘土皮膜あ
り

植生 オーカJレパ (1979 年植栽，樹高 30 cm) ，サモン (4 )，ジャパニーズグラス (4) ，コゴン(1)

81 

82t 

断面記載

BC 

1980 年 4 月 10 日

第 3 パーセノレ， 100 林班

凸型斜面

440 m 

S 200 E 
22。

残積

閃録岩ないし石英閃録岩

図 14. 断面記載 No.80-16 



パンタパンカゃン地域の土壌と立地区分に関する研究(第 1 報) (八木) n
y
 

5
 

調査年月日 1980 年 4 月 10 日

調査地点 第 2パーセJレ， 83 林班
A 地 形 平衡斜面

I Blt 
標 高 520 m 

201 方 位 N 880W 

傾 斜 200 

堆積様式 残積
1,.01 母 材 閃録岩ないし石英閃録岩

- 再』 唱・ー ---
断面記載

Ao コゴン落葉および腐葉散在

A 5-7cm ICぷい赤貧褐色 (5 Y R 5/3)，腐植IC富む，中亜円様含む，壌

土，堅果状構造，堅，乾，細小根多，層界波状明瞭

B1t 15-21cm 赤褐色 (2.5 Y R 4/6)，腐植あり，中亜円磯あり，埴土，角

塊状と弱度の角柱状構造，堅~すζ ぷる堅，乾~半湿，ベッド面IC連続
的な粘土皮膜あり，細小根あり，層界波状判然

B2t 22-29 cm 赤褐~暗赤褐色 (2.5 Y R 3.5/6). 中・大亜円磯あり，埴

土，弱度の角柱状構造，堅~すとぷる堅，乾~半湿，微細な灰黄白色の
斑紋あり，ベッド面IC連続的な粘土皮膜あり，細小根まれ，層界波状漸

変

B , t 28-37cm 暗赤褐色 (2.5 Y R 3/6). 中・大琵円磯あり，埴土，弱度の角柱状構造，堅~すとぷる堅，乾~半

湿，微細な灰黄白色の斑紋あり，ベッド面lζ斑点状の粘土皮膜あり，根まれ，層界波状漸変

BC 20cm+ICぷい赤褐~暗赤褐色 (2.5 Y R 4/5). 中・大蛮円磯あり，埴土，壁状，すとぷる堅，乾~半湿，粘

土皮膜なし

60 
B3t 

80 -1---・ー

--‘ ー.・--・.
BC 

100 

植生 ケシヤ7 ツ(1979 年植栽，樹高 20-35 cm). コゴン (5)

図 15. 断面記載 No.80ー15

調査年月白 198(年 3 月 7 日

調査地点 第 3パーセJレ. 101 林班

A1 地 形 回型斜面

標 高 270 m 
20 ー十-- 方 位 N 780 E 

A2 
傾 斜 23。

堆積様式 崩積

40i I Blt 母 材 閃緑岩ないし石英閃録岩
ー----ーーー

60 -1 I B2t 断面記載

Ao コゴンおよびアリパンパンの落葉および腐葉散在

A1 16-19 cm ICぷい黄褐色 (10 Y R 4.5/3). 腐植を含む，半風化小角磯

を含む，埴土，塊状および堅果状構造，堅(ち密度 24)，乾，細小根IC
富む，層界平坦漸変

A2 19-22cm Iζぷい寅褐色 (10 Y R 5/3). 腐植を合む，半風化小角礁を

含む，埴土，塊状および堅果状構造，堅〈ち密度 25). 乾，細小根あ

り，層界波状判然

B1t 10-12 cm ICぷい黄褐色 (10 Y R 5.5/4). 腐植に乏し，半風化角礁を

含む，埴質壌土，弱度の塊状構造，竪(ち密度 27). 乾~半湿，断片状
の薄い粘土皮膜あり，細根あり，層界波状判然

B ,t 21-23 cm ICぷい黄褐色(10 Y R 6/4). 腐績に之し，半風化角礁を含む，埴質壌土，微弱な塊状構造，堅~
すとぷる堅(ち密度 29). 乾~半湿，断片状の薄い粘土皮膜あり，細根あり，層界波状判然

BC 22cm十 ICぷい黄褐色 (10 Y R 6/4). 腐植に乏し，半風化角線を含む，埴質壌土，微弱な塊状構造，すζぷる
竪(ち密度 30). 乾~半湿，断片状の薄い粘土皮膜あり

植生 コゴン (5 ).アリパンパン(+)

ー、、---司『ー司旬、、ー-

80 BC 

図 16. 断面記載 NO.81-21 
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調査年月日

調査地点

地形

標高

方位
傾斜

堆積様式
母材

断面記載

1980 年 2 月 26 日

第 l パーセル， 57林班

平衡緩斜面

248 m 

w 
8。

旬行
第三紀泥岩

A. サモン・タラヒプの落葉および腐葉散在
A, 7-1O cm 暗褐色 (10 Y R 3/3) ，腐植!C富む，小豆角磯あり，石英粒あ

り，埴土，中度の角塊状構造，軟~堅，乾，根の周囲や細孔隙内 !C鉄の
集積物 (5 Y R 5/6) あり，細根多，層界波状判然

A2 8-12cm!Cぷい賞褐色 (10 Y R 4/3)，腐植を合む，小中亜角磯あり，

石英粒あり，埴土，弱度の角塊状構造，軟~堅，乾，根の周囲や細孔隙
内に鉄の集積物 (5 YR 5/のあり，細小根多，層界波状判然

B 32-43cm 黄褐色 (10 Y R 5/6)，一部の構造面l亡ぶい貧褐色 (10 YR 

5/4)，腐植あり，埴土，微弱な柱状構造，数条のクラックあり，堅，乾
半湿，灰黄褐色 (10 Y R 5/2) の溶脱斑含む，中度のスリッケンサイド

発達，小中根あり，屑界不規則判然
BC 35cm+構造面は灰賞褐色(10 Y R 5/2) 内部はやや !Cぷい黄褐色 (10 Y R 5.5/4)，腐植あり，一部に泥灰

岩の層理を認む，埴土，壁状構造，数条のクラックあり，堅，乾~半湿，弱度のスリッケンサイド発達，根ま

れ

植生 サモン (4 )，タラヒプ( 2)，ケシヤ7 ツ(1978 年植栽，活着率 0%)

A 

20 

8'9 

40 
829 

60 
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80 
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図 17. 断面記載 No.80-1

調査年月日 1984 年 12 月 8 日

調査地点 第 1 パーセル， 57林斑

地 形 凹型斜面

標 高 300 m 

方 位 w 
傾 斜 14。

堆積様式 旬行

母 材 第三紀泥岩

断面記載

A. 草本類の落葉および腐葉散在
A 18-20cm 黒褐色 (10 Y R 3/2)，腐植を含む。小E円礁あり，石英粒

あり，砂質埴壌土，弱度の角塊状構造，軟〈ち密度 18)，乾~半湿， !C 

ぶい褐色 (7.5 YR 5/4) の斑鉄あり，細小根多，層界波状明瞭

B,. 13-17cm 褐灰色 (10 Y R 4/1 5) , 腐植あり，小中亜円礁を含む，石

英粒あり，砂質埴土，盤状構造，軟〈ち密度 18) ，半湿，細根あり，層
界波状判然

B2g 14-19cm 灰色 (5 Y 4.5/1)，腐植あり，細亜角穣あり，石英粒あり，

埴土，壁状構造，軟(ち密度 18)，半湿，スリッケンサイド弱度!C発達，

細根まれ，層界波状明瞭

BC 14-20cm 黄褐色 (10 Y R 5.5/6) ，一部!Cぷい黄色 (2.5 Y 6/4) ，腐植あり，礁なし，埴土，壁状構造，軟

~堅(ち密度 20)，半湿，暗灰黄色 (2. 5 Y 5/1. 5) の班紋あり，スリッケンサイド弱度に発達，細根まれ，

層界波状判然

C 18cm+黄褐色 (10 YR 5.5/6) , とにぷい黄色 (2.5 Y 6/4) のモザイク，一部!C泥岩の層理を認む，様な

し，埴土，堅(ち密度 22)，半湿

植生 サモン (5 )，ハゴノイ(+)

図 18. 断面記載 No.84-26 
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調査年月日 1984 年 12 月 9 日
。 調査地点 第 1 パーセJレ， 57 林班

A 地 形 山麓緩斜面
_-・._ー--ーーーーーー

標 高 310 m 

20-1 B 
方 位 N 580 E 

~---~一一・.ーー__-
傾 斜 9。

BC 
堆積様式 残積

ω4 母 材 第三紀泥岩
......-----_ .. 戸'ー--.一

60-1 I 断面記載
C Ao 草本類の落葉および腐葉散在

A 8-12 cm !Cぷい黄褐色 (10 Y R 4/3) ，腐植を含む，細小亜角諜あり，

80 -1 I 石英粒あり，埴土，微弱な亜角塊状構造，堅(ち密度 2唱)，乾~半湿，
細根多，層界波状判然

B 19-24cm 黄褐色 (10 Y R 5/6)，蔚植あり，礁なし，埴土，微弱な角

塊状構造，堅(ち密度 23) ， 半湿，スリッケンサイド弱度lζ発達，細小

根あり，層界波状判然

B C 17-21 cm 黄褐色 (10 Y R 5.5/6) ，腐植あり，礁なし，埴土，壁状，

一部 IC泥岩の層理を認む，竪(ち密度 21)，半湿，暗黄灰色(2.5 Y5/2) 

の溶脱斑含む，スリッケンサイド中皮IC発達，細根まれ，層界波状*，J然

C 25cm+ 黄褐色 (10 Y R 5.5/6)，礁なし，埴土， 泥岩の層理を顕著に認む，堅(ち密度 22)，半湿，黄灰色

(2. 5 Y 5/1. 5) の溶脱斑含む，スリッケンサイド弱度lと発達

植生 サモン (5) ，ジャパニーズグラス(1)ハゴノイ(+)

。
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40 

60 BC 

図 19. 断面記載 No.84-27

調査年月日

調査地点

地形

標高

方位

傾斜
堆積様式

母材

断面記載

1981 年 4 月 9 日

第 1 パーセJレ， 57林斑

凹型斜面

300m 

N 540 E 

100 

旬行

第四紀粘土質堆積物

Ao コゴン落葉および腐葉散在

A, 8-lO cm 暗褐色 (10 Y R 3/2) ，腐植を含む，腐朽亜円磯あり，埴土，
弱皮の角塊状構造，すとぷる堅，乾，細小根多~あり，層界波状判然

A , 16-20cm 黒褐色 (10 Y R 2/2) ，腐植を含む，腐朽亜円諜あり，埴土，

弱度の角塊状構造，堅，乾~半湿，数条のクラックあり，細小根あり，
層界波状判然

A3 20-25cm 暗褐色 (10 Y R 3/3)，腐植を含む，腐朽亜円礁あり，埴

土，微弱な角塊状構造，堅，乾~半湿，数条のクラックあり，細小根あ

り，層界波状判然

BC 20cm+ にぷい黄褐色 (10 Y R 5/3) ，腐朽亜円磯あり，埴土，壁状構

造，堅，乾~半湿，数条のクラックあり

植生 コゴン (5)

図 20. 断面記載 No.81-23



断面記載

Ao 草本類の落葉および腐葉散在
AI 11-16cm 暗褐色 (10 Y R 3/3) ，腐植に富む，腐朽亙円程襲あり，埴土，

角塊状構造，クラックあり，すとぷる堅(ち密度 28)，乾，細小根多，
層界波状判然

A , 18-24cm 黒褐色 (10 Y 2/2. 5)，腐植!C富む，腐朽!IE円喋あり，埴土，
弱度の角塊状構造，堅(ち密度 25)，乾~半湿，細小根多~あり，層界
波状判然

A3 21-25cm 黄灰色 (2.5 Y 4.5/1)，腐植を含む，腐朽亜円環あり，埴
土，壁状，竪~軟〈ち密度 20)，半湿，スリッケンサイド弱度に発達，
細小根あり，層界平担斯変

20-24cm 暗灰黄色 (2.5 Y 4.5/2) ， 腐植を含む，腐朽E円諜あり，埴土，壁状，軟(ち密度 18) ，半湿， ス
リッケンサイド弱度に発達，細根まれ，層界平坦漸変

BC 20cm+ 黄褐色 (2.5 Y 4.5/2.5) ，腐植あり，腐朽E円磯あり，埴土，壁状，堅(ち密度 21)，半湿，スリッ
ケンサイド中度!C発達，細根まれ

- 62 ー
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Al 

調査年月日 1984 年 11 月 28 日

調査地点 第 l パーセJレ， 57 林班

地 形 山麓緩斜面

標高 255 m 

方位 N 460 E 
傾斜 4。

堆積様式 残積
母 材 第四紀粘土質堆積物

A2 

A3 

A4 

BC 

植生 サモン (5 )，ハゴノイ (2)，ジャパニーズグラス(+)

図 21. 断面記載 No 84ー17

調査年月日 1984 年 11 月 28 日
。十{ー 調査地点 第 1 パーセJレ， 57 林班

Al 地 形 山麓緩斜面

標 高 250 m 
20 寸帽--_ --

方 位 N520W 

AZ 傾 幸ヰ 5。

40-l 
堆積様式 残積

母 材 第四紀粘土質堆積物
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植生 コゴン (4 )，サモン(+)，ジャパニーズグラス(+)

図 22. 断面記載 No.84-16 
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A1 

A2 

A3 

A4 

AB 

BC 

c 

調査年月日 1984 年 3 月 1 日

調査地点 第 1 パーセノレ， 57 林班

地 形 山麓緩斜面

標 高 265 m 

方 位 N 460 E 
傾 斜 2-3。

堆積様式 残積

母 材 第四紀粘土質堆積物

断面記載

Ao コゴンの落葉および腐葉散在

A. 1O-14cm 褐灰色(10 Y R 4/1)，腐植を含む，細小腐朽円磯あり，埴

土，角塊状構造，数条のキレツあり，堅乾，赤褐色の雲状認鉄あり，細
小根多，層界平坦明瞭

A2 18-21cm 黒褐色(10 Y R 3/1)，腐植を含む，細腐朽円穣あり，埴土，

弱度の柱状および角塊状，数条のキレツあり，堅，乾~半湿，細小根多

あり，層界波状判然

A3 15-22cm 黒褐色 (2.5 Y 3/1) ，腐植を含む，細円磯あり，埴土，弱度

の柱状および角塊状，数条のキレツあり，堅，乾~半湿，スリッケンサ

イド弱度lζ発達，細小根あり，層界波状判然

20-25 cm 暗褐色 (2.5 Y 3.5/1. 5)，腐植を含む，細腐朽円磯あり，埴土，弱度の柱状および塊状，数条のキ

レツあり，竪，乾~半湿，スリッケンサイド中皮に発達，細根あり，層界波状'j<IJ然

AB  13-16cm 暗灰黄色 (2.5 Y 4/2) のマトリックスの内に黄褐色 (10 Y R 5/8) の斑鉄を合む，魔植あり，細

泥岩片を含む，埴土，微弱な角塊状，堅，乾~半湿，スリッケンサイド弱度lζ発達，細根あり，層界平坦判然

BC 20-23cm 浅黄色 (5 Y 7/3) の7 トリックスの内 I己責褐色 (10 Y R 5/8) の斑鉄に富む， 泥岩片に富む，埴

土，壁状，乾~半湿，層界波状判然

C 20cm+ 黄褐色 α.5 Y 5/3) のマトリックスの内 Ir黄褐色 (7.5 Y R 5/8) の斑鉄あり，泥岩片に富む，埴

土，壁状，半湿

植生 マホガニー (1977 年植栽，樹高 1-3m，活着率不良)，コゴン (4 )，サモン (2 ), トゲ(+)
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BC 

c 

湿，根まれ，層界波状判然

図 23. 断面記載 No.84-12 

調査年月日

調査地点

地形

標高

方位

傾斜
堆積様式

母材

断面記載

1984 年 2 月 16 日

第 2 パーセル， 91 林班

鈍頂尾根
350m 

N 420W 
6。

残積

不定形痛状物に富む堆積物

Ao アカシア，サモン，タラヒプの落葉および魔葉散在

A 8-12cm Irぷい褐色 (7.5 Y R 5/3) ，腐植を含む， 1O-30mm の不定

形癖状物(内部は階赤褐色 (2. 5 Y R 3/5)) I亡すとぷる富む，半風化亜

角磯あり，埴土，弱度の角塊状構造，すとぷる堅，乾，細小根多，層界
波状漸変

B 12-20cm Irぷい赤褐色 (5 Y R 5.5/5) ，腐植あり， 10-30mm の不

定形溜状物にすこぶる富む，半風化現角磯あり，埴土，微弱な角塊状構

造，すとぷる堅，乾，細根あり，層界波状判然

BC 20-26cm 色 (5 Y R 6/6) ，腐植あり， 10-20mm の不定形滞状物Ir

極めて富む，半風化亜角磯あり，埴土，壁状構造，すとぷる堅，乾~半

C 20cm+明赤褐色 (2.5 Y R 5/6) ，樺色 (5 Y R 6/6) および灰白色(10 Y R 8/1) 部の比がほぼ等しいモザ

イク， 10-30mm の不定形癖状物あり，壁状構造，すとぷる堅，乾~半湿
植生 アカシア(1980 年植栽，樹高 3-4m)，サモン (4 )，ジャパニーズグラス(+)

図 24. 断面記載 No.84-1 



- 64 一

。

20 

40 

60 

80 

一" ・旬、
・ー司・--・・・・・---

-・、ー・ーー-_ー・./ー、

"ー.句.ー 一一
一- -ー.ーーーー-

A 

B 

llBC 

llC 

林業試験場研究報告第 336 号

調査年月日

調査地点

地形

標高

方位
傾斜

堆積様式

母材

断面記載

1980 年 4 月 9 日

第 2 パーセノレ， 91 林班

凸型斜面

340 m 

S 50 W 
12。

残積

不定形癖状物に富む堆積物および閃緑岩ないし石英閃緑岩

A. サモンの落葉および腐葉散在

A 14-16cm 灰褐色 (7.5 YR 4/2) , 腐植に富む， 10-20mm の不定形

癖状物(内部は暗赤褐色 (2.5 Y R 3/5)) に極めて富む，半風化亙角様

あり，壌土，すζ ぷる堅，乾，細小根多，層界平坦漸変

B 16-19cm 1<::ぷい赤褐色 (5 Y R 4/3) ，腐植を含む， 10-30mm の不定

形痛状物l亡すとぷる富む，半風化亜角磯あり，壌土，すとぷる竪，乾，

細小根あり，層界波状判然

1I B C 32-37 cm 明赤褐色 (5 Y R 5/6)，腐植あり，不定形癌状物あり，埴

土，弱度の角塊状構造，数条の斜交するクラックあり，堅，乾~半湿，

鮮明な灰黄褐色斑 (10 Y R 5/2) あり，根まれ，属界平坦漸変

1I C 32-37cm 櫨色 (7.5 YR 6/6)，腐植あり，不定形癌状物あり，埴土，壁状構造，堅，乾~半湿，鮮明な灰黄

褐色斑 (10 Y R 5/1. 5) あり~富む

植生 サモン (4 )，アリパンパン〈樹高 5m，胸高直径 20 cm) (+) 

図 25. 断面記載 No.80-13

調査年月日 1984 年 2 月 16 日

調査地点 第 2パーセJレ， 91 林班
A 

地 形 凹型斜面

標 高 335m 
20 AB 方 位 N 150 E 

傾 斜 3。

40 
堆積様式 旬行

BC 母 材 不定形癌状物11:富む堆積物

601 - I 断面記載

C A. アカシア，サモンの落葉および腐葉粗!I:堆積 (1-2cm)
A 11-16cm 灰褐色 (7.5 Y R 4/2)，腐植を含む，不定形舟状物あり，砂

質埴土，中度の角塊状構造，すとぷる竪，乾，細小根多，層界波状判然

AB 15-19cm 暗褐色 (7.5 Y R 3.5/3)，腐植を含む，不定形燭状物あり，

砂質埴土，弱度の角塊状構造，すとぷる堅，乾，細小根あり，眉界波状

明瞭

BC 20-26cm 褐色 (7.5 Y R 3.5/4) ，腐植あり， 1O-30mm の不定形癌
状物(出部は暗赤褐色 (2.5 Y R 3/5)) 11:すとぷる富む，半風化亜角礎

あり，埴土，壁状構造，すとぷる竪，乾~半湿，細根まれ，層界波状判然
C 20cm+赤褐色 (5 Y R 4.5/6) , 10-30 mm の不定形摺状物!I:極めて富

む，半風化亜角磯あり，境土，壁状構造，すとぷる堅，乾~半湿
植生 アカシア (1980 年植栽，樹高 5 m)，サモン (5 ) 

図 26. 断面記載 No.84-2
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調査年月日 1984 年 2 月 29 日

調査地点 第 2パーセJレ， 91 林班

地 形 山麓緩斜面

標 高 235 m 

方 位

傾 斜 。。

堆積様式 運積

母 材 不定形癌状物1<::富む堆積物

断面記載

A. サモンの落葉および腐葉散在

A 11-16cm 灰黄褐色 (10 Y R 5/2) ，腐植を含む， 1O-30mm の不定形

癌状物あり，砂質埴土，弱度の角塊状構造，数条のクラックあり，堅，

乾，鮮明な黄灰色斑 (2.5 Y 6/1)を含む，細小根多，層界波状判然

B , 21-25 cm 1<::ぷい褐色 (7.5 Y R 5/3.5) ，腐植あり， 10-30mm の不

定形癌状物あり，埴土，微弱な塊状構造，数条のクラックあり，堅，

乾，鮮明な灰黄色斑 (2.5 Y 6/2) あり，細根あり，層界波状判然

B2 18-22 cm 1<::ぷい褐色 (7.5 Y R 5/4)，腐植あり， 10-30mm の不定

形溜状物を含む，埴土，壁状構造，堅，乾，鮮明な灰黄色斑(2.5Y6/2)

を含む，細根まれ，層界波状明瞭

26-29cm 1<::ぷい黄褐色(10 Y R 7/2) , 10-30 mm の不定形癌状物(内部は暗赤褐色 (2.5 Y R 3/5)) にす

とぷる富む，半風化亜角磯あり，埴土，壁状構造，すとぷる堅，乾，層界波状明瞭

18cm+黄灰色 (2. 5 Y 6/1) , 10-30 mm の不定形癌状物(内部は暗赤褐色 (2.5 Y R 3/6)) 1<::富む，半風化

亜角磯あり，埴土，す乙ぷる堅，乾~半湿
植生 コゴン (5 )，ハゴノイ(+)，ジャパニーズグラス(+)

図 27. 断面記載 No.84-10

それらの立地環境や断面形態的性質は，図 17~19 のとおりである。

(5) 第四紀粘土質堆積物を母材とする土壌

前述のように第四紀のものと思われる本堆積物は，山腹下部の凹形斜面や山麓緩斜面等の特定の地形面

にのみ分布する。その分布は，第 1 パーセルのように谷幅が一般に広く山麓緩斜面が発達したととろでは

比較的広いが，第 2パーセルの起伏の少ない山地や，第 3 パーセJレのように一般に谷幅が狭く山麓緩斜面

がそれほど発達していないととろでは，斜面下部に局所的に分布するに過ぎない。

植生では一部がサモン草地でその他はコゴン草地となっているが， それらの平均草丈はいずれも 50~

70cm 程度であり成長状態は一般に不良である。

同堆積物を母材とする土壌としては凹形斜面のコゴン草地で No.81-23 を， また山麓緩斜面のサモン

およびコゴン草地で， No.84-17, No.84-16, および No.84-12 の計 4 土壌をそれぞれ調査した。

それらの立地環境や断面形態的性質は，図 20~23 のとおりである。

(6) 不定形癌状物IC富む堆積物等を母材とする土壌

非常になだらかな丘陵地形を呈する第 2 パーセJレの 91 林班においては， 1O~20mm の不定形の癌状物

を一般に体積比で 40% 以上含む堆積物が丘陵背面をおおっており， それらを母材とする特異な土壌が広

く分布する。

植生的ICは全面的にサモン草地となっているので，地形の相違に基づいて，鈍頂尾根において No.84-

1 を，凸形斜面において No.80-13 を，斜面中腹凹形斜面において No.84-2 を，そして山麓緩斜面にお

いて NO.84-10 の計 4 土壌をそれぞれ調査した。

それらの立地環境や断面形態的性質は，図 24~27 のとおりである。
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3. 結果と考察

調査地を代表する土壌として，各母材ごとに地形や植生の相違に基づいて，計 25 断面を調査した。

それらに共通する一般的な断面形態的特徴としては，まずA層が概して薄くしかも暗色味が一般に淡

く，またいずれの土壌も比較的埴質でその土層は堅く締っており，土壌構造の発達が概して不良である。

とれらは，本調査地をかつて覆っていた熱帯雨緑林が破壊され草原化し，しかもそれらの草原が毎年乾

期に焼き払われること等が原因で，森林下で培われた肥沃な表土の流亡がひき起ζ されるとともに，地上

から土壌への有機物の供給が激減しそれらをエネルギー源とする土壌生物の活動が妨げられ，腐植の生成

や集積および土壌構造の形成等が阻害されているためと考えられる。

また本調査地のような熱帯モンスーン気候下においては高温・湿潤な雨期には鉱物の風化が急速に進む

こと，および乾期と雨期のくり返しにより土層の固結化が促進されるとと等も調査地の土壌が一般に埴質

でありかつ堅密であることの一因となっているものと推定される。

次に，各土壌の断面形態の特徴について，母材別lと比較検討する。

(1) 第四紀磯層を母材とする土壌

第四紀軍事層を母材とする鈍頂尾根の土壌は堅密で赤褐色を呈し諜含有量が多い。乙れに対して凸形斜面

のものは赤褐色を呈するが磯含有量は一般に多くなく，細粒物質の含有量の高い土層はち密で堅く特に下

層はす乙ぷる竪密である。また急斜面のものは一般に黄褐色ないし褐色を呈し，磯含有量は低く土層はそ

れほど堅密ではない。

とれは，比較的安定な鈍頂尾根においては礁層の保存状態が概して良好であるのに対して，凸形斜面で

は削剥の進行lとより礁含有量の少ない堅密な下部堆積物が露出したためであり，また急斜面においては削

剥がさらに進行したため赤色風化により赤褐色となった部分が全て流亡し，褐色ないし黄褐色を呈する新

鮮な下部堆積物が露出したためであると考えられる。とのことは，細粒物質の流亡lとより地表に相対的に

集積した礁の量が，凸形斜面におけるほうが鈍頂尾根におけるよりも概して多い乙と，および鈍頂尾根や

巴形斜面の土壌ではいずれもレシパーヅュ作用による粘土皮膜がB層以下の層に認められるのに対して，

急斜面の土壌では全くそのような皮膜が形成されていない乙となどからも裏付けられる。

とのように第四紀磯層を母材とする土壌の断面形態的特徴は，同地域の地形形成史と極めて高い関連性

を有する。

(2) 赤褐色砕屑堆積物および火成岩を母材とする土壌

赤褐色砕屑堆積物および火成岩を母材とする鈍頂尾根から凸形斜面にかけての残積土および平衡斜面の

伺行土では，赤褐色を呈する土層は竪密でいずれも B層以下に粘土皮膜が形成されている。凹形斜面の崩

積土では，土層は黄褐色ないし褐色あるいは赤褐色を呈し一般にそれほど堅密でなく，土層内に退色や捺

脱現象の認められるものもあり，また粘土皮膜も形成されている土壊と形成されていないものとがある。

それらのうち鈍頂尾根から凹形斜面にかけて分布する赤褐色あるいは黄褐色ないし褐色を呈する土壌に

おいては土層内が年聞を通して酸化的であるが，凹形斜面lζ分布する土層内 lと退色や溶脱現象の認められ

るものでは雨期に土層内が過湿となり還元状態になるものと推定される。そのうち特に粘土皮膜が形成さ

れていない土壌では，土層が黄灰色を呈しかなり軟かい。したがって，そのような土壌においては局所的

に水分供給が潤沢で土層内の湿潤・還元状態の持続期間が長く，乾期でも土層がそれほど乾燥しないもの

と推定され，そのような水分環境条件がレジパージュ作用の進行を妨げているものと考えられる。
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(3) 第三紀泥岩および第四紀粘土質堆積物を母材とする土壌

第三紀泥岩および第四紀粕土質土佐積物を母材とする平衡斜面，凹形斜面，および山麓緩斜面に分布する

土壌はいずれも重粘で，多少の差はあるが表層に第四紀様層，赤褐色砕屑堆積物，火成岩等に由来する物

質の混入が認められる。

また第四紀粘土質堆積物を母材とする土壌では暗色のA層が厚く，土層内 lと細円磯あるいは亜角礁がま

れに含まれている。

それら両母材に由来する土壌では，いずれも乾期になると土層にクラックを生じる。それらのうち凹形

斜面の一部のもの以外では比較的幅が広く土層深くまで達するクラックが発達し，スリッケンサイドの形

成が明瞭に認められる。したがって，それらは 2 : 1 型の膨潤性の粘土鉱物に富むと考えられ，雨期には

それらの粘土鉱物の膨潤 lとより土層が極めてち密となるため理学性が不良となり，また乾期にはそれらの

収縮lとよりクラックが発達し土層が深くまで乾燥するなど，雨期と乾期の両方において問題のある(写真

-11 ， 12)。

(4) 不定形癌状物IC富む堆積物等を母材とする土壌

第 2パーセルの 91 林班に分布する主として1O~20 mm の不定形痛状物に富む堆積物等を母材とする

土主義は，断面形態の特徴i乙基づいて，次のように大別される。

その 1 は同痛状物lζ富む土層が厚いタイプであり，その 2 は同癌状物に富む土層が比較的薄くその下位

に同癌状物をあまり含まない土層が続くタイプであり，その 3 は同癌状物をあまり含まない土層の下位に

同癖状物に富む土層が続くタイプである。

1 番目のタイプは鈍頂尾根や凸形斜面に， 2 番目のものは凸形斜面iと，そして 3 番目のものは凹形斜面

や山麓緩斜面にそれぞれ主として分布する。

との 2 番目のタイプの下部を構成するあまり不定形癌状物を含まない土層は 1 番目のタイプの最下部に

出現することもあるが， それらはいずれも明褐色を呈し灰白色~灰黄褐色の斑紋や数 mm 大の鉄結核等

が生成されているととから，それらはかつて地下水あるいは停滞水の影響下にあったことが推察される。

また 3 番目のタイプの上部を占める不定形溜状物をあまり含まない土層は，下位にある同癌状物に富む

土層との境界が明瞭であるなどの形態的特徴，および分布している地形的特徴から推察して，斜面の上位

にある不定形摺状物を含む物質の移動・堆積による二次堆積物であると考えられる。

第 3 章理化学的および微細土嬢学的性質

1.分析方法

各土壌の理化学的および徴細形態学的性質の分析方法は，以下に示すとおりである。

理学性:国有林林野土壌調査方法書17llC基づいて，自然状態における理学性を測定した。なお，孔隙解

析については真下の方法12>18>にしたがった。

可給態燐酸:土壌中の酸可溶および吸着態りん酸を対象とするとされる Bray NO.4 法iζ準拠して定量

した。

粒径組成:国有林林野土壌調査方法書(国際土壌学会A法)に基づいて測定し表示した。

pH: 風乾細土に 1 : 2.5 の割合で純水を加え，ガラス電極法を用いて測定した。

置換酸度 (Y1) :常法により N一塩化カリウム溶液を用いて測定した。
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塩基置換容量と置換性塩基:塩基置換容量は Peech の方法に準拠して定量し， その浸出液を用いて置

換性カルシウムおよびマグネシウムを原子吸光分光分析によって定量した。そして，置換性カルシウムと

マグネシウムの塩基置換容量IL対する飽和度を求めた。

全炭素および全素窒:風乾細土を粉砕し， 60 メッシュ餅をすべて通過せしめたものをC-N コーダー

により定量し， C!N 比を求めた。

遊離酸化鉄およびアルミニウム: Tamm 法〈酸性シュウ酸塩溶液抽出法)21)および Mehra-J ackson法

(ジチオナイト還元法)11) 1ζ準じて，風乾細土からの抽出液を混酸で処理した後，原子吸光分光分析により

定量した。

全鉄およびアルミニウム:風乾細土を灼熱処理後，硫酸一過塩素酸ー弗化水素酸処理で溶解し，原子吸

光分光分析により定量した。

粘土鉱物:風乾細土を有機物分解処理後アンモニアあるいは水酸化ナトリウムにより分散し，沈降法lと

より粘土国分を採取し， X線回折法!とより固定した。その時の条件は，銅管球，ニッケJレフィルター，管

電流 40mA，電圧 120KV で，7'グネシウム処理，カリウム処理，グリセリン処理粘土および加熱処理

粘土を用いて同定した出。

徴細形態学的特徴:土壌の各層位から 2.5~ 3cm 角の大きさの土塊を採取し，十分に乾燥した後減圧

下で不飽和ポリエステノレ樹脂を注入して固め，岩石プレパラート同様に 25~30μ の厚さの薄片に仕上げ，

偏光顕微鏡lとて検鏡した1)射訓)10)16)22)。微細形態学的特徴を示す用語は， Brewer制〉および Beckmann

& geyger8) によった。

2. 理学的性質の結果と考察

(1)理学性

理学性測定用の円筒試料は土壌断面内の深さ別IC ， 1: 0~10 cm, :゚ 35~40 cm，およびm: 70~75 

cm の 3 か所から， 1984 年 11 月下旬~12 月中旬にかけて採取した。ただし， No.84-18 の Eの部位では

礁の含有量が，また No.84-1 の ß ， No.84-2 の ß，および No.84-10 のEの部位では不定形癌状物の

含有量がそれぞれ多過ぎて，円筒採取が不可能であった。そこで No.84-2 の Eに関しては，採取位置を

上方へ 5cm ずらして，同痩状物の含有量が少ないところで円筒試料を採取した。

各土壌の孔隙率，採取時三相組成，および透水速度は，表 3~8 のとおりである。

そのうち第四紀穣層や不定形癌状物iと富む堆積物等を母材とする土壌のととろでは，車整や癒状物の含有

量が多過ぎて円筒採取が不可能であったり，また円筒は採取できてもその作業には大変な困難を伴ったと

とろから，それらの一連の作業が円筒内部の土壌の自然状態に大きな影響を与え，それらの理学性に変化

を起とさせていることが危倶される。

図 28~30 は，各円筒採取部位別の採取時の気相率組孔隙率との対応関係を示す。

一般に採取時の気相率は粗孔隙率と高い関連性を示すといわれているが，本調査地の土壌の場合もそれ

らは各部位においてそれぞれ極めて高い関連性を示している。

この気相率は，採取時の円筒総重量やその内部の軍事，細土，および根の絶乾重量および体積等から算出

されるものであるから，円筒採取の際IC内部の土壌の自然状態lと変化を生じても，その影響をほとんど受

けない性質のものである。とれに対して粗孔隙率は，土壌の自然状態の変化による影響を比較的受けやす

いものと考えられる。
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表 3. 第四紀磯層を母材とする土壌の理学性 (%) 

地土形壌・植No生. 全隙 孔率 固相率 透水速度 cc/分

5 分後 15分後

84 - 28 I 23 29 52 48 9 43 12 11 

急 斜 面 E 25 29 54 46 16 38 64 44 

サ モ ン E 21 37 58 42 18 40 91 91 

84 - 25 I 24 35 59 41 11 48 43 32 

急 斜 百 E 31 24 55 46 24 31 8 6 

タ フ ヒ ブ E 35 20 55 46 31 24 7 5 

84 - 18 I 21 32 53 47 11 42 31 28 

尾 根 E 21 33 54 46 22 32 26 24 

サ モ ;,; lV* 38 18 56 44 39 17 39 30 

80 ー 7 I 21 26 47 53 8 39 21 18 

凸形斜面 E 43 10 53 47 36 17 2 1 

サ モ ン E 45 7 52 48 38 14 l l 

I : 0-5cm II : 35-40 cm m : 70-75cm W噌- : 110-115 cm 

表 4. 赤褐色砕屑堆積物を母材とする土壌の理学性 (第〉

地土形壌・植No生. l 霊 :1 館量 l 産量 全隙 率孔 国相率|腕率|気僻|透水速度回
5 分後 15分後

84 - 19 I 25 18 43 57 17 26 12 10 

尾 根 E 26 16 42 58 19 23 10 8 

サ モ ン E 27 19 46 54 26 20 13 12 

84 - 20 I 23 26 49 51 15 34 14 13 

尾 根 E 26 15 41 59 22 19 8 6 

コ コ事 ン E 28 20 48 52 27 21 14 10 

84 - 15 I 22 32 54 46 15 39 72 72 

平衡斜面 E 28 14 42 58 25 17 11 7 

コ コ@ ン E 29 16 45 55 32 13 17 15 

84 - 23 I 37 20 57 43 40 17 28 24 

凹形斜面 E 34 11 45 55 38 7 4 3 

コ コ- ン E 36 7 43 57 38 5 3 2 

84 ー- 21 I 34 28 62 38 24 38 56 44 

凹形斜面 E 32 21 53 47 28 25 36 24 

コ コe ン E 31 19 50 50 34 16 17 16 
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表 5. 火成岩を母材とする土壌の理学生 (%) 

地土形壌・植No生. l 霊 :El 盟副盟主 産量|固相率|液相率 l 気相率 I~謂;
80 ーー 16 I 23 33 56 44 16 40 27 25 

凸形斜面 E 24 30 54 46 21 33 26 22 

サ モ ン E 26 30 5� 44 27 29 17 15 

80 - 15 I 27 25 

5 日|;
41 13 12 

平衡斜面 E 32 20 52 48 I 26 26 10 8 

コ コー ン E 36 17 53 I 47 I 34 19 6 5 

実植九回 ~I 器量|器量 l 産量|国棺率 1 液相率 l 気相率 !?32ヰ122
84 - 26 I 31 27 58 42 30 28 5 4 

凹形斜面 E 54 4 58 42 55 3 1 

サ モ ン 盟 50 7 57 43 51 6 1 l 

84 - 27 I 43 12 55 46 23 32 10 9 

山麓緩斜面 E 51 6 57 44 51 6 l 1 

サ モ ン E 47 8 55 45 48 7 l l 

表 7. 第四紀粘土質堆積物を母材とする土壌の理学生一 (%) 

地土形壊・植No生. 採部 位取 護基!盟副議量|固相率 l 液相率 l 気相率 I~法度1:12
81 - 23 I 29 24 53 47 26 27 36 19 

凹形斜面 E 36 21 57 43 39 18 11 10 

コ コや ン E 35 19 5~ 46 40 14 8 7 

84 - 17 1. 37 19 56 44 27 29 13 8 

山麓緩斜面 E 46 8 5'1 46 45 9 l 1 

サ モ ン E 50 3 53 47 5ﾒ 3 l l 

84 - 16 I 38 20 58 42 37 21 28 24 

山麓緩斜面 E 49 7 56 44 47 9 

コ コー ン E 47 百 55 45 47 8 2 l 

84 - 12 I 33 23 56 45 23 33 12 12 

山麓緩斜面 E 45 日 53 47 48 5 1 1 

コ :コ ン E 48 6 54 4L 51 3 l 
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土壌 No. |霊 ~I 盟主|器量|寝室|ー相率[液相子|気相率|猷速度何分
5 分後 15分後

84 ー I 18 22 40 60 7 33 19 15 
尾 根
サ モ ン E 32 .22 54 46 26 28 91 76 

80 - 13 I 19 25 44 56 9 35 119 77 

凸形斜面 E 41 15 56 44 37 19 3 2 

サ モ ン E 43 16 59 42 42 17 57 37 

84 ー 2 I 20 35 55 45 11 44 26 22 

凹形斜面 n* 24 26 50 50 18 32 18 16 

サ モ ン 皿 18 27 45 55 15 30 234 176 

84 ーー 10 I 23 28 51 49 18 33 14 12 
山麓緩斜面
サ モ ン E 27 19 46 54 20 26 2 1 

1I * : 30-35 cm 

しかるにそれら両者の聞に極めて高い関連性が認められることは，第四紀磯層や不定形摺状物tζ富む堆

積物等を母材とする土壌においても，試料採取の際の円筒内部の土壌の自然状態の変化がそれほど大きく

なかったととを示しているものと恩われる。

次に，本調査地の土壌の理学性をわが国の森林土壌のそれと比較してみると，一般に本調査地のものの

方が固相率が高ししたがって全孔隙率が低く透水速度も概して小さい。

乙れは，本調査地においては天然林が破壊されてから久しししかも跡地の草原に毎年火入れが行なわ

れてきたこと，および 5 か月におよぶ明瞭な乾期における土層の固結化の進行等がそれらに強く反映され

ているためと考えられる。

しかし，各土壌の孔隙組成，採取時三相組成，および透水速度は，地形，地質，植生等によってそれぞ

れ異なり変化に富んでいる。そのような多様性に富む理学性が，本調査地のように明瞭な雨期と乾期をも

っ気候条件下において各土壌の水分状態にいかなる影響を与えているかを知るため，孔際組成，採取時三

相組成，透水速度等に基づいて各土壌の総合的な通気透水性の良否の推定を試みた。

まず粗孔隙率と細子L隙率との関係すなわち孔隙組成図S) を，各土壌の部位別に図 31~33 に示す。

各土域の I の部位の孔隙組成図では，概して粗孔隙率が高く細孔隙率が低い。

一方， nおよびEの部位に関しては，磯や不定形痛状物iと富む土壌では，粗孔隙率が高く細孔隙率が低

いが，粘土含有量が非常に多い土壌では細孔隙率が高く粗孔隙率が低い。

乙のように各部位における孔隙組成は，それぞれの部位における構造の発達程度や磯，不定形癌状物，

および粘土の含有量の違いなどを反映していろいろと異なっている。

そ ζでそれらの各部位を， (a) 粗孔隙率が細孔隙率より高く，かつ粗孔隙率がおおむね 25% 以上である

もの， (b) 粗孔隙率が 10% 以上 25% 未満で，細孔隙率が粗孔隙率より高いもの，および， (c) 組孔隙率が

10%未満で，細孔隙率が非常に高いもの，にそれぞれ 3 大別した。
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土壊 No. 地形

84-28 急

84-25 11 

84ー・ 18 尾

80-7 凸

84-ー 19 尾

84-20 11 

84-15 平

84-23 凹

84-21 11 

80-16 凸

80-15 平

84-26 四

84-27 緩

81-23 凹

84-17 緩

84ーー 16 11 

84-12 11 

84-1 尾

80ーー 13 凸

84-2 凹

84-10 緩
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表 9. 遥気透水性

円筒採取部位 透水速度lζ
植生

I E E よる透水性

サモン a a a 良好

タラヒプ 11 b b 比較的不良

サモン 11 (a) a 良好

ー， 11 c b 不良
11 b b 11 良好

コゴソ a 11 11 比較的良好
11 11 11 11 良好
11 b c c 比較的不良
11 11 b b 良好

サモン a a a 11 

コゴソ b b b 比較的良好

サモン 11 c c 不良
11 c 11 11 11 

コゴン b b b 良好

サモン b c c 不良

コゴン 11 11 11 11 

11 11 11 11 11 

サモン a (a) b 良好
11 11 c c 不良

11 11 a a 良好

11 11 b (a) " 

総合的な通

気透水性

A 

B 

A 

C 

B 

11 

11 

C 

B 

A 

B 

C 

11 

B 

C 
11 

11 

A 

C 

A 
11 
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また透水速度については，一般にわが国の森林土壌の分野で行われている区分を参考lとして， 30 ccl分

以上のものを透水性良好， 30~10 cc/分のものを透水、性比較的良好， 1O~5ccl分のものを透水性比較的不

良，そして， 5 ccl分未満のものを透水性不良とし，各土壌で最も小さい値を示す部位を基準として各土

壌の透水性の良否を推定した。

そして，それらの粗孔隙率および細孔隙率による各部位の区分，および透水速度による各土壌の透水性

の区分に基づいて各土壌の総合的な通気透水性を， A: 良好なもの， B: 中庸なもの，および， C: 不良

なもの，に 3 大別した。それらの結果は，表 9 Iと示すとおりである。

との通気透水性の良好なAlL属する土壌では，雨期においてはその良好さが土層内の理学的状態を良好

に保つなど長所として作用すると考えられるが，乾期においてはそれは水分保持能力の低さや水分の蒸発

および流亡の促進等lとより土層の乾燥化を容易にする等，逆IC短所として作用するものと思われる。

しかも，これらAに属する土壊の多くは鈍頂尾根，凸形斜面，急斜面等の比較的乾燥しやすい地形の所

に分布しており，また雨期明け後約 1 か月経過した調査時点においていずれの土境も液相率が低いととな

どから，それらの土壌では乾期の末期までには相当乾燥化が進行するものと推定される。

通気透水性の不良な CIC属する土壌では水分保持能力が高いので調査時点における液相率はいずれも高

く，雨期には土層内が栢当過湿になるものと考えられる。水分が流亡しやすい凸形斜面に分布するもの以

外では，いずれも黄灰色ないし灰黄色の斑紋あるいは土層が形成されているととろから，それらの土層内

は強い還元状態になるものと推定される。

そして，湿気透水性が中庸な BIζ属する土壌では，雨期においては土層内がC ほど過湿にはならず，ま

た乾期においiてはAほど土層が乾燥しないものと考えられる。

したがって:本調査地のような気候条件アにおいては， A および C のような通気透水性を有する土壌で

は，前者では乾期における土層内の乾燥が，また後者では雨期における土層内の過湿がそれぞれ問題とな

ると考えられることから，いずれも理学性が不良であると考えられ， Bのような通気透水牲をもっ土壌で

は，乾期および雨期のいずれにおいても理学性の面で大きな問題がないことから，本調査地ではそのよう

な理学性が最も良好なものであると思われる。

それらと地形や母材との関係では，鈍頂尾根，凸形斜面，急斜面等IC分布する磯含有量の多い土壌，平

衡斜面，凹形斜面，山麓緩斜面等lと分布する粘土含有量の多い土壌駅および不定形癌状物lζ富む堆積物等

を母材とするj土壌では通気透水性が良好過ぎるかあるいは不良なため理学性が不良であり，鈍頂尾根，平

衡斜面，凹形同面等lと分布する赤褐色砕屑堆積物や火成岩!C由来する磯含有量の少ない土壌では，概して

通気透水性か和庸であるたわ理学性は良好であるものと思われる。
またそれら1と植生との関係では， Alと属する土壌のと ζ ろはほとんどサモン草地であり， Blと属する土

境のところはtほとんどコゴン草地である。そしてCに属する土壌のと乙ろでは，サモンあるいはヨゴン草

地である。 。

これは， Aiのような理学性のととろで!ま乾期吐壌?駅乾燥す 5 ため耐乾性の大きいサモンが優占

し， Bのような理学性のところではそのような立地に適性の強いコギンがサモンの侵入を抑えて広く繁茂

しているものと推定される日またCのような理学性のととろでサモ V草地とコゴン草地が成立しているの

は，前者は痔悪条件に比較的強い乙と，そして後者は湿地を好むと宇等がその主な要因となっているもの

と考えられる。
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(2) 粒径組成

各土壌の粒径組成は，表1O~15 のとおりである。

調査地の土境は一般に埴質なものが多いが，特11:火成岩，第三紀泥岩，第四紀粘土質堆積物，および不

定形癒状物lζ富む堆積物等を母材とする土壌では，総体的に粘土含有量が多い。そして第四紀磯層を母材

とする土壌の粘土含有量がそれらに次ぎ，赤褐色砕屑堆積物を母材とする土壌で最も少ない。

それらの各種母材に由来する土壌の粘土含有量と地形や土壌の堆積様式との関係では，第四紀穣層を母

材とする土壌においては，鈍頂尾根や凸形斜面に分布する残積土と急斜面lζ分布する旬行土とで，また赤

褐色砕屑堆積物や火成岩を母材とする土壊においては，鈍頂尾根，凸形斜面，および平衡斜面に分布する

残積土や筒行土と凹形斜面に分布する崩積土とで，粘土含有量に明瞭な相違が認められる。

これは，第四紀礁層を母材とする急斜面の館行土が，前述のように，鈍頂尾根や凸形斜面の残積土と比

較して，同様層内の下位にある風化がそれほど進んでいない堆積物を母材とした比較的新しい土壌である

ためであり，また赤褐色砕屑堆積物や火成岩を母材とする崩積土では，それらを母材とする残積土や飼行

土よりも粘土含有量の多い物質あるいはそれの低いものが，それぞれ混入しているからであると考えられ

る。

表 10. 第四紀礁層を母材とする土壌の粒径組成 く%)

地土形壌・植No生. 層位 粗砂 細砂 シルト 粘土 土性

Al 20 36 20 25 SC 
84 - 28 

All 18 34 21 27 LC 

急 斜 面 B 17 39 20 23 CL 

サ モ ン
BC 24 41 19 17 SCL 

C 22 47 19 13 SL 

Al 27 31 20 23 SCL 
84 - 25 

As 25 32 20 23 CL 

急 斜 面 Bl 24 31 21 24 CL 

タ フ ヒ ブ Bs 15 33 22 30 LC 

BC 22 32 20 26 LC 

A 17 36 21 26 LC 
80 - 12 Bl 16 31 21 32 LC 

Bst 18 26 22 35 LC 
尾 根

BSt 18 27 23 32 LC 

サ モ ン BC 11 24 25 40 LC 

C 12 26 34 28 LC 

A 26 34 11 29 SC 
84 - 18 

Blt 23 28 8 41 LC 

尾 根 BSt 21 33 9 37 LC 

サ モ ユノ
BC 11 24 15 49 hC 

C 9 22 16 52 hC 

80 ー 7 A 24 39 12 24 SCL 

Blt 14 35 14 37 LC 
凸形斜面

BSt 15 27 16 42 LC 
サ モ ン BC 30 27 18 25 SC 

L______一一



パンタパンガン地域の土壌と立地区分に関する研究(第 1 報) (八木〉 -77 -

表 11. 赤褐色砕屑堆積物を母材とする土壊の粒径組成 (%) 

地土形壌・植No生. 層位 組砂 細砂 シJレト 粘土 土性

84 - 19 A 36 41 9 13 SL 

B1t 31 40 10 20 SCL 
尾 根

B2t 35 30 10 25 SCL 
サ モ ン BC 28 31 14 27 SC 

84 - 20 A 35 43 9 13 SL 

根
B1t 32 37 11 21 SCL 

尾
B2t 31 33 12 24 SCL 

コ コ多 ン
BC 31 29 15 26 SC 

A 27 47 11 14 SL 
84 - 15 

AB 30 38 12 20 SCL 

平衡斜面 B1t 26 38 13 23 SCL 

コ コー ン B2t 25 36 17 22 SCL 

BC 22 39 19 20 SCL 

A 13 49 15 24 SCL 
84 - 23 ABg 19 48 12 21 SCL 
凹形斜面 Bu 18 46 11 25 SC 

コ コー ン Bu 22 35 8 35 SC 

BC. 17 43 11 29 SC 

Al 10 23 29 38 LC 
84 - 21 

A2 10 24 28 38 LC 

凹形斜面 Blt 9 25 27 39 LC 

コ コ事 ン B2t 12 26 24 38 LC 

BC 12 28 23 38 LC 

平衡斜面，凹形斜面，山麓緩斜面等に分布する第三紀泥岩や第四紀粘土質堆積物を母材とする残積土や

旬行土では，他物質の混入した表層の粘土含有量に多少の変動はあるが，それ以下の層ではいずれも重粘

で，地形や堆積様式の違いによる差異は認められない。

不定形癌状物l乙富む堆積物等を母材とする土壌では，鈍頂尾根や凸形斜面のものと比較して凹形斜面や

山麓緩斜面の土嬢の方が，粘土含有量が概して少ない。

これは，不定形層状物lと富む堆積物を覆っている，同痛状物をあまり含まない堆積物の粘土含有量が比

較的少ないからである。乙の堆積物は前述のように二次堆積物であるととろから，同堆積物の粘土含有量

が少ないのは，それらが運搬・再堆積される際の淘汰作用によるものと思われる。

以上のように調査地の土壌の粒径組成は，まず母材の種類や風化の程度によってその大枠が決められ，

それらが侵食，削剥，堆積作用等による斜面形成過程に伴ってそれぞれさらに変化を受けたものである。

それらの粒径組成と植生との関係、については，コゴンおよびサモンの両草とも粘土含有量の極めて多い

土壌からかなり少ない土壌まで分布しており，粒径組成と植生との聞には一定の対応関係は認められな

b、。
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表 12. 火成岩を母材とする土壌の粒径組成 く%)

土形壌・ No. 
地植生 層位 粗砂 細砂 シJレト 粘土 土性

A 6 35 31 28 LC  

81 一一 18 B1I 3 25 30 42 LC  

尾 キ艮 B2t 3 26 32 39 LC  

B8t 3 27 33 37 LC  
コ コ事 ン

BC  4 32 35 29 LC  

C 3 37 35 25 LC  

80 - 16 A 12 28 20 39 LC  

凸形斜面
B1 7 21 17 54 hC  

B2t 6 20 19 56 hC  
サ モ ン

BC  8 28 23 41 LC  

A 13 19 19 49 hC  
80 - 15 

B1I 4 10 25 61 hC  

平衡斜面 Bat 3 15 29 52 hC  

コ コ* ン B8t 2 14 33 51 hC  

BC  2 25 34 39 LC  

A1 9 37 29 25 LC  
81 - 21 

Aa 9 35 30 27 LC  

凹形斜面 B1t 13 36 27 24 CL  

コ コ ン Bat 15 40 26 22 CL  

BC  10 38 27 25 CL  

表 13. 第三紀泥岩を母材とする土壌の粒径組成 (%) 

地土形壌・植No生. 層位 粗砂 細砂 シルト 粘土 土性

80 ーー l A1 6 30 23 40 LC  

Aa 9 28 21 43 LC  
平衡斜面

B 2 9 29 61 hC  
サ モ ン

BC  19 34 46 hC  

A 27 46 10 17 SCL 
84 - 26 

Blg 27 36 11 32 SC  

凹形斜面 Ba< 2 11 24 63 hC  

サ モ ン
BCg 3 17 33 47 hC  

C 45 32 22 LC  

84 - 27 A 5 28 16 51 hC  

B 21 20 58 hC  
山麓緩斜面

BC  。 23 23 53 hC  
サ モ ン

C 。 27 35 37 LC  
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表 14. 第四紀粘土質堆積物を母材とする土壌の粒径組成 (%) 

土壌 No.
地形・植生 |層位 |ι砂「細川亨卜円工| 土性

81 - 23 A1 7 27 23 42 LC  

As B 25 21 47 hC  
凹形斜面

As 8 25 22 45 LC  
コ コー ン

BC  5 26 25 45 じ C

A1 13 36 19 32 LC  
84 ーー 17 

As 15 34 17 35 LC  

山麓緩斜面 As 14 26 14 46 hC  

サ モ ン
A盛 6 25 17 53 hC  

BC  3 33 24 40 LC  

84 ー 16 A1 4 11 16 69 hC  

As 3 9 16 72 hC  
山麓緩斜面

B 1 25 28 46 hC  
コ コ' ユノ

BC  。 26 30 43 LC  

A1 4 23 18 54 hC  

A2 5 22 17 56 hC  
84 ーー 12 

As 4 15 14 67 hC  

山麓緩斜面 A4 4 14 18 64 hC  

コ コ ン
A B  2 23 31 65 LC  

BC  。 32 39 29 LC  

C 。 6 26 68 hC  

Jr. 植N主|層位|粗砂|細砂|シ/レト|粘土|土性
84 - 1 A 14 22 B 56 hC  

B 17 14 B 62 hC  
尾 F良

BC  B 17 29 46 、.事 C
サ モ ン

I1C 13 21 21 45 hC  

80 ー 13 A 21 28 18 33 tc  

B 18 22 18 43 LC  
凸形斜面

I1BC  9 14 15 62 hC  
サ モ ン

I1C 11 15 17 56 hC  

84 - 2 A 23 40 11 26 SC  

A B  23 30 8 38 SC  
凹形斜面

nBC 22 21 5 51 �C  
サ モ ン

nc  18 19 7 55 hC  

A 20 38 16 26 SC  
84 - 10 

B1 18 32 14 36 LC  

山麓緩斜面 B2 22 26 12 40 LC  

サ モ ン
II C1 34 16 10 39 LC  

nC2 14 16 17 53 hC  
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3. 化学的性質の結果と考察

(1) 一般化学性

林業試験場研究報告第 336 号

各土壌の一般化学性ば，表 16~21 のとおりである。

調査地の土壌の炭素および窒素含有率はいずれも概して低く ， C/N 比も比較的小さい。 したがって全

般的に有機物の分解状態は良好であるが，腐植の集積はそれほど進んでいないものと思われる。これは前

述のように，天然林の伐採や毎年くり返される草原状無立木地への火入れ等により，地表からの土壌への

有機物の供給がほとんどとだえたととが主な原因であると思われる。したがってそれらは，地質や地形と

はほとんど無関係な，調査地全般にわたる普遍的な現象であるものと推察される。

しかし， pH(H20)，塩基置換容量 (CEC)，置換性カルシウム (ex. Ca) およびマグネジウム (ex. Mg) 

含有量，塩基飽和度 ~x.Ca+ex.MZで代用する〉等は，母材や地形の違いによってそれぞれ異なり多様
CEC 

性lと富んでいる。

そこでそれらの化学性と母材との関係を調べるため，土壌中の塩蓋含有量や各種養分の可給性に密接な

関連を有する pH(H2ρ) と，比較的母材と関連性が高くかっ土壌の各種養分や水分の保持能力等と密接な

関連性を有する CEC を，土壌の母材別にプロットしたのが図 34 である。

それによると，第三紀泥岩や第四紀粘土質堆積物を母材とする土壊のように， pH が主として 5~7 ，

CEC が主として 30~65 m.e./lOO g の範囲にある第 1 グループ，第四紀穣層を母材とする土境のよう11:，

pH が 5~7 ， CEC が1O~40m.e./l00 g の範囲にある第 2 グループ，赤褐色砕屑堆積物や火成岩を母材

とする土壌のように， pH が主として 5~6.5， CEC が主として 20 m.e.jl00 g 以下である第 3 グループ，

そして不定形癌状物に富む堆積物等を母材とする土壌のように， pH が 5 以下， CEC が主としてlO m.e.'

100g 以下である第 4 グループにそれぞれ大別される。

乙の第 1 グループの土壌では，他物質の混入を受けたと考えられる表層において， pH, CEC, ex. ca お

よび ex.Mg 含有量，塩基飽和度等が比較的低い場合があるが，それらより下位の層位においてはいず

7.0 
2 • 

6.5 • • 
6.0 

pH 5.5 

5.0 

4.5 

ロ溜状物に富む:ft積物

4.0 

。 10 20 30 40 50 60 70 

CEC • m.e.!100g土壌

図 34. pH と CEC
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第四紀藤層を母材とする土壌の化学性

層位 (品) (KYC1 l) CfN |CEC|exca1exMg|…g|P 
m.e・fl00g 1 m.e.fl00g 1 m.e.fl00g 1 C E C %1 mgfl00g 

Al 6.6 tr 1.69 0.14 12.1 28.08 7.95 10.28 64.92 258 
84-28 

A2 6.3 tr 1.72 0.17 10.1 29.18 8.78 10.17 64.94 129 

急斜面 B 6.7 tr 0.90 0.09 10.0 35.29 10.69 10.49 60.02 143 

サモン BC  6.7 tr 0.71 0.06 11.8 36.26 11.41 10.49 60.40 504 

C 6.8 tr 0.47 0.05 9.4 35.19 17. 15 7.39 69.74 1, 113 

Al 5.3 1.5 2.49 0.20 12.5 21.29 7.42 5.11 58.85 133 
84-25 

A2 5.5 1.2 1. 74 0.23 7.6 25.02 8.67 5.84 57.99 80 

急斜面 Bl 5.8 tr 1.27 0.13 9.8 25.19 9.92 5.87 62.68 43 

タラヒプ Bs 5.9 tr 0.79 O. 12 6.6 25.37 10.35 5.92 64.13 22 

BC  6.0 tr 0.70 0.09 7.8 22.36 9.47 5.41 66.55 8 

A 5.3 2.35 2.48 O. 18 13.8 15.45 4.31 2.94 46.93 273 

80-12 Bl 5.1 11.14 1.33 0.11 12.1 13.24 3.50 2.46 45.01 116 

尾 根 B2t 5.6 15.25 1.00 0.09 11.1 15.42 4.11 2.74 44.42 117 

B8t 5.6 9.53 0.89 0.08 11.1 15.73 4.15 3.00 45.45 69 
サモン

BC  5.5 13.49 0.71 0.07 10.1 15.76 4.53 2.87 46.95 145 

C 5.6 10.26 0.42 0.05 8.3 15.65 4.74 2.78 48.05 773 

A 5.2 tr 3.46 0.24 14.4 14.40 2.32 1.10 23.75 80 
84-18 

Blt 5.2 tr 1.91 O. 15 12.7 11.69 1.88 0.86 23.44 55 

尾 根 B2t 5.3 tr 1.03 0.09 11.4 10.70 1.73 0.91 24.67 59 

サモン BC  5.5 tr 0.83 0.07 11.8 10.59 2.78 1.00 35.69 45 

C 5.6 tr 0.52 0.05 10.4 12.54 4.74 1.60 50.56 10 

80-7 A 5.5 1.17 1.92 0.17 11.3 18.95 7.11 3.84 57.78 80 

凸形斜面
Blt 5.6 1.17 0.99 O. 10 9.9 22.69 9.06 4.55 59.98 60 

Bst 5.8 1.32 1.13 0.09 12.6 25.35 10.68 5.04 62.01 47 
サモン

BC  6.1 0.59 0.45 0.05 9.0 23.97 10.49 4.68 43.28 68 

表 16.
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赤褐色砕屑堆積物を母材とする土壌の化学性

層位 (HpH sO) (KYC1 l) CjN m.e.jl00g m.e.jl00g I m.e.jl00g C EC  OLI mgjl00g 

84-19 A 5.4 1.2 1.82 0.12 15.2 7.83 2.75 1. 04 48.40 34 

Blt 5.3 2.5 1.07 0.09 11.9 7.52 2.66 0.83 46.41 75 
尾 根

B2t 5.6 tr 0.90 0.08 11.3 8.48 3.59 1.07 54.95 74 
サモン

BC  5.9 tr 0.67 0.07 9.6 10.68 4.62 1.38 56.18 34 

84-20 A 5.4 tr 2.56 O. 16 16.0 8.74 2.92 1.01 44.97 148 

根
Blt 5.4 1.5 1. 46 0.11 13.3 6.51 2.81 0.86 56.37 84 

尾
B2t 5.5 tr 1. 24 O. 10 12.4 8.48 3.73 1.10 56.96 35 

ココン
BC  5.9 tr 0.57 0.05 11.4 10.41 4.92 1.52 61.86 74 

A 5.8 tr 2.93 0.19 15.4 7.55 3. 10 1.19 56.82 90 
84-15 

AB  5.5 tr 2.09 0.15 13.9 6.57 2.93 1.04 60.43 73 

平衡斜面 Blt 5.7 tr 1.27 0.11 11.5 7.60 3.45 1. 34 63.02 31 

コゴ y B2t 5.7 tr 1.13 0.10 11.3 9.41 4.31 1.77 64.61 45 

BC  5.8 tr 0.73 0.07 10.4 10.43 5.04 1.92 66.73 22 

A 5.6 tr 3.55 0.20 17.8 14.43 6.45 2.54 62.30 89 
84-23 

ABg 5.7 tr 2.18 O. 13 16.8 13.29 5.55 1.74 54.85 63 

凹形斜面 Bli 5.8 tr 1.37 0.09 15.2 13.44 5.80 2.01 58.11 26 

コゴン B2g 6.0 tr 1.01 0.07 14.4 14.88 6.74 2.45 61.77 22 

BCg 6.1 1.5 0.67 0.06 11.2 14.47 6.85 2.71 66.07 30 

Al 5.6 tr 3.41 0.23 14.8 26.48 8.00 5.62 51.43 28 
84-21 

A2 5.3 2.8 1.94 O. 15 12.9 22.13 6.72 4.89 52.47 40 

凹形斜面 B1I 5.7 1.2 1.33 0.11 12.1 19.25 6.73 5.10 61.45 26 

コゴソ Bst 5.5 1.5 1.12 O. 10 11. 2 18.25 7.11 5.06 66.69 82 

BC  5.8 tr 0.85 0.08 10.6 19.27 7.44 5.36 66.43 45 

表 17.
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A 4.9 5.8 2.28 0.16 14.3 8.24 1. 14 0.72 22.57 245 

81ー18 B1t 5.0 17.7 1. 45 0.11 13.2 7.18 0.95 0.69 22.84 80 

尾 根 B~t 5.1 17. 1 1. 13 0.09 12.6 6. 18 0.89 0.68 25.40 83 

BSt 5.1 15.3 0.97 0.08 12. 1 6.37 1. 03 0.66 26.53 80 
コゴソ

BC 5.2 14.2 0.62 0.06 10.3 6.13 1.21 0.60 29.53 80 

C 5.2 13.6 0.47 0.05 9.4 6.13 1. 14 0.58 28.06 45 

80-16 A 5,3 3.23 2.94 0.23 12.8 13;70 1. 27 3.40 34.09 138 

Bl 5.3 7.33 1. 55 0.13 11. 9 11. 93 0;99 3.22 35.29 146 
凸形斜面

B~t 5.4 7.04 1.37 0.12 11.4 12.17 1. 15 3.45 37.80 118 
サモン

BC 5.4 7.04 0.82 0.08 10.3 14.26 2.11 3.37 38.43 67 

A 5.1 2.35 2.41 O. 17 14.2 12.95 2.09 1.98 31.43 141 
80-15 

Blt 5.2 8.06 1. 35 0.11 12.3 7.87 1. 31 1. 26 32.66 183 

平衡斜面 B~t 5.5 8.06 1.06 0.10 10.6 9.24 1.80 1.32 33.77 日 l

コゴ:; B8t 5; 5 7.33 0.78 0.08 9; 8 9.75 1.79 1.44 33.13 48 

BC 5.4 5.87 0.56 0.06 9.3 9.77 L 89 1.47 34.39 47 

Al 5.8 0.6 2.61 0.19 13.7 15.23 4.47 4.16 56.66 310 
81-21 

A2 5.9 1.2 1. 56 0.12 13.0 15.27 4.60 4.07 56.78 148 

凹形斜面 Blt 5.7 4.1 1.04 0.09 11.6 14.37 5.20 3.03 57.28 80 

コゴソ B~t 5.7 4.1 0.82 0;08 10.3 16.24 5.92 3.50 58.00 46 

BC 6.0 2.7 0.67 0.07 9.6 17.25 6.40 4.49 63.13 61 

生土堕豆|
CEC %1 

ex.Mg 
m.e.jl00g 

ex.Ca 
m.e.jl00g 

CEC 
mιjl00g C 

% 
Yl 

(KCl) (誌)層位

1
1

∞
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1
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第三紀泥岩を母材とする土壌の化学性

層位 (HpH zO) (KYC1 l) C/N |CEClexca  ez./M10g0|lCa+Mgd |P  
m.e./100g I m.e./1∞g m.e./100g I C E C oJ mg/100g 

80ー l Al 6.7 0.59 2.44 0.16 15.3 40.04 10.75 18.06 72.63 48 

Aa 6.5 0.59 1.42 O. 10 14.2 45.91 14.27 21.48 77.87 72 
平衡斜面

B 6.7 0.44 1.02 0.08 12.8 50.13 20.43 22.59 85.81 65 
サモン

BC  6.9 0.44 0.59 0.06 9.8 50.85 21.94 22.96 88.30 86 

A 6.2 tr 3.12 0.18 17.3 21. 37 6.86 2.43 43.47 94 
84-26 

Bu 6.4 tr 1.75 0.11 15.9 31. 45 9.07 6.89 50.75 25 

国形斜面 B28 6.8 tr 1.05 0.07 15.0 42.76 12.85 11. 14 56.10 4 

サモン
BC  6.9 tr 0.80 0.06 13.3 44.71 12.77 12.90 57.41 4 

C 7.0 tr 0.64 0.06 10.7 46.12 13.56 14.33 60.47 48 

84-27 A 6.3 tr 1.68 0.12 14.0 41. 10 7.91 12.81 50.42 27 

山麓緩斜面
B 6. 7 tr 0.98 0.09 10.9 43.45 10.79 13.73 56.43 5 

BC  7.0 tr 0.71 0.08 8.9 44.92 11.95 14.07 57.92 3 
サモン

C 7.1 tr 0.54 0.06 9.0 45.10 12.64 14.21 59.54 190 

表 19.
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第四紀粘土質堆積物を母材とする土壇の化学性

層位 (HpH 20) (thl> C!N | CEC | exca |日I~! I 臼十Mg P 
m.e.!100g I m.e.!100g I m.e.{100g I C EC 労 mg!100g 

81-23 Al 6.4 0.8 2.74 0.20 13.7 35.97 15.23 11.30 73.76 83 

凹形斜面
Ai 6.5 0.8 2.92 0.22 13.3 36.71 15.66 11.49 73.96 47 

As 6.6 0.6 1. 25 0.11 11.4 37.83 16.61 11. 54 74.41 48 
コゴソ

BC  6.7 0.7 0.97 0.09 10.8 39.23 19.01 11.87 89.72 63 

Al 6.2 tr 2.51 0.56 15.7 35.24 10.18 17.76 79.28 3 
84ー17

Ai 6.4 tr 2.39 0.16 14.9 35.88 10.42 17.81 78.68 4 

山麓緩斜面 As 6.5 tr 1.83 0.13 14.1 40.93 15.88 20.80 89.62 9 

サモン A4 6.9 tr 1.10 0.08 13.8 45.70 19.82 22.18 90.81 6 

BC  7.1 tr 0.71 0.07 10.1 47.83 23.31 22.08 94.90 tr 

84-16 Al 6.4 tr 2.28 O. 15 15.2 60.27 24.27 22.82 78.13 36 

Ai 6.5 tr 1.64 0.12 13.7 62.42 26.31 23.51 79.81 tr 
山麓i緩斜面

B 6.6 tr 1.03 0.10 10.3 67.24 28.62 23.90 78.11 tr 
コゴ「ン

BC  7.0 tr 0.76 0.07 10.9 67.79 30.02 24.36 80.22 tr 

Al 5.2 1.5 2.53 0.17 14.9 32.95 13.85 2.77 50.44 

84-12 A9 5.4 0.9 2.31 0.16 14.4 37.54 19.48 4.17 63.00 

As 6.0 0.9 2.17 0.16 13.6 38.46 20.88 4.29 65.44 

山麓緩斜面 A盛 6.1 0.6 1.58 0.12 13.2 39.01 21.47 4.78 67.29 

A B  6.4 0.9 1.01 0.09 11. 2 35.89 20.78 4.16 69.49 
コゴソ

BC  6.6 0.7 0.89 0.09 9.9 35.69 21.98 4.12 73.13 

C 6.6 0.7 0.65 0.07 9.3 40.72 25.32 5.60 75.93 

表 20.

~ 
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不定形痛状物Ir富む堆積物等を母材とする土壌の化学性

l%||CEClexca| ほ Mg|N n/  C!N I m~川Og I m~;i �� I ~;i;ôôg I C 
M 

84-1 A 4.8 2.9 2.65 0.18 14.7 9.74 1. 03 0.95 21.41 198 

B 4.5 5.9 1.54 0.12 12.8 8.36 0.82 0.31 13.52 143 
尾 根

BC 4.4 6.2 0.90 0.08 11. 3 6.58 0.72 0.28 15.20 48 
サモン

C 4~ 7 5.2 0.42 0.05 8.4 6.35 0.72 0.28 15.75 65 

80113 A 4.8 1. 17 2.29 0.16 14.3 9.95 1, 29 0.93 22.31 454 

B 4.6 6.74 1. 79 0.13 13.8 8.59 1. 04 0.79 21. 31 182 
A 凸形斜面

nBC 4.9 19.01 1. 32 0.09 14.7 10.23 1.87 1.03 28.35 67 
サモン

nc 4.8 27.13 0.78 0.07 11.2 13.17 2.03 1.42 26.19 145 

84-2 A 4.7 2.1 2.68 O. 18 14.9 8.80 1.01 0.98 22.62 260 

一 AB 4.6 2;8 1. 90 干 0; 13 14.6 9. 16 0.76 0.60 14.85 65 
凹形斜面

BC 4.7 2.5 1.19 0.10 11. 9 8.78 1.02 0.71 19.71 53 
サモン C 4.1 1.9 0.48 0.05 9.6 ヲ.70 0.92 0.69 16.59 220 

A 4.5 3.7 2.34 0.16 14.6 6.56 1.95 0.26 33.69 160 
84-10 

Bl 4.3 7.0 1.60 ﾐ.12 13.3 6.42 1.92 0.23 33.49 60 

山麓緩斜面 Ba 4.3 8.1 1.15 O. 10 11.5 6.82 2.03 0.28 38.24 30 

サモン
nCl 4.6 9.4 0.74 0.07 10.6 7.12 1. 67 0.31 27.81 108 

nCa 4.7 11.3 0.45 0.05 9.0 9.16 2.31 0.68 32. ち4 73 

P 
mg!100g 

Yl 
(KCl) 

pH 
(HaO) 層位
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れも pH， CEC, ex. Ca および ex.Mg 含有量，および塩基飽和度が概して高く，地形や母材による差異

は明らかではない。

第 2 グループでは，鈍頂尾根の残積土においては CEC が比較的小さし ex.Ca や ex.Mg 含有量も比

較的少ないが，急斜面の筒行土や凸形斜面の残積土では CEC が比較的大きく， ex.Ca や ex.Mg 含有量

も比較的多い。これは前述のように，鈍頂尾根のものに比べて急斜面や凸形斜面の土壌ば削剥によって露

出したより下位の質的に異なった磯質准積物を母材としているととによると思われるが，それら両者の土

壌が風化や塩基流亡等の作用を受けた時間的な差異も，それらの違いの 1 つの要因であると思われる。

第 3 グループでは，鈍頂尾根，凸形斜面，および平衡斜面の残積土や旬行土におい官、は， pH, C配，

eX.Ca および ex.Mg 含有量，および塩基飽和度が概して低いが，凹形斜面の崩積土においてはそれら

がいずれも比較的高い。これは， CEC や置換性塩基含有量等の高い他物質が崩積土の母材へ混入したと

とや，同土壌が水分や養分の比較的集積しやすい地形に分布しているとと等が，その主な要因と推定され

る。また赤褐色砕屑堆積物と火成岩とを母材とする土壌の比較では， CEC は両者ほぼ同じ程度であるが，

eX.Ca および ex.Mg 含有量は前者におけるほうが後者におけるよりも概して高い。したがって pH や塩

基飽和度も前者の方が後者よりも概して大きい。

第 4 グループでは，鈍頂尾根，凸形斜面，凹形斜面，および山麓緩斜面の 4 土壌とも pH， CEC, ex. Ca 

および ex.Mg 含有量，および塩基飽和度が概して低く，地形の違いによるそれらの差はほとんど認めら

れない。乙れは，母材である不定形癌状物に富む堆積物の風化が一様に非常に進んでいるからと考えられ

る。

とのように本調査地の土壌はその化学性によって大きく 4 つのクツレープIL分けられる。そのうちで第 1

および第 4 グループにおいては，母材の持つ特異な性質が土壌に強く反映されているため，前者では pH，

CEC，および塩基含有量の大きい，また後者ではそれらの小さい土壌がそれぞれ画一的にみられる。 ζれ

に対して第 2 および第 3 グループにおいては，鈍頂尾根の残積土は母材にそれほど関係なく比較的類似し

た化学性を示すが，凸形斜面，平衡斜面，急斜面，および凹形斜面では，侵食，運搬，堆積作用等による

斜面形成過程lと伴って，それらの母材あるいは母材の性質が変化したため，それらに由来する土壌の化学

性も異なる。一般に，鈍頂尾根の土壌では CEC や eX.Ca および ex.Mg 含有量が少ないのに対して，急

斜面や凹形斜面のものではそれらが概して高く，凸形斜面や平衡斜面のものはそれらの中間的な値を呈す

る。

このような特徴をもっ本調査地の土壌の化学性と植生との関係を調べるため， pH と塩基飽和度を座標

軸にとり，各土壌を母材別および植生別にプロットしたのが図 35， 36 である。

塩基飽和度と植生との関係では，塩基飽和度が非常に低いところではサモン植生の土壊が多いが，その

他ではサモン植生とコゴン植生の土壌が入り混じっており，塩基飽和度と植生との間には明瞭な関連性を

認め難い。

しかし pH と植生との関係では， pH が 5 未満の強酸性の区域においてはほとんどの土壌がサモン植生

であるが， 5以上 6 未満の弱酸性の区域ではコゴン植生の土壌が比較的多しまた 6 以上の微酸性の区域

ではサモン植生の土壌が比較的多いなど， pH と植生との聞にはわずかながらも関連性が認められる。

乙の pH が 6 以上の区域IC入るものは，第三紀泥岩を母材とするサモン植生の土壌，第四紀粘土質堆積

物を母材とするサモンおよびコゴン植生の土境，および第四紀穣j脅を母材とする急斜面のサモン植生の土
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壌であり，前述の第 1 クーループおよび第 2 ク勺レープの CEC の大きいものに相当する。いずれも CEC が

大きいとともにほ.Ca や ex.Mg の含有量が非常に多い。そ乙で，それらの置換性塩基組成を植生別に

図 36.

プロットしたのが図 37 である。

いずれも ex.Ca の方が ex.第四紀粘土質堆積物を母材とするコゴン植生の土壌では，それによると，

Mg より含有量が多いが，第三紀泥岩，第四紀粘土質堆積物，および第四紀磯層を母材とするサモン植生

の土壌では，そのほとんどにおいてほ.Mg の方が ex.Ca より含有量が多いなど，置換性塩基組成と植

生との間 1<:: は高い関連性が認められる。

それらのうち第四紀喋層を母材とする土壌は遇気透水性が良好で乾期に土層が乾燥しやすいため，また
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第四紀泥岩および第四紀粘土質堆積物を母材とする土壌は通気透水性が不良で雨期に土層が過湿になりや

すいため，いずれも理学性が不良であると判定された土壌である。

したがって. pH が徴酸性ないし中性でほ. Ca や ex.Mg の含有量が非常に多く， かつ理学性が不良

な土壌においては. ex.Mg が ex. Caより多いところでは理学性が不良である乙とともあいまってサモ

ン植生が優占するが，巴x.Ca が ex.Mg より多いと乙ろでは通気透水性が不良でもコゴン植生が優占す

るものと思われる。

pH が 5~6 の区域lとは， 第四紀粘土質堆積物，第四紀礁層，赤褐色砕屑堆積物，および火成岩を母材

とする土壌，すなわち第 1 および第 2 クツレーフ。の CEC の小さい土壌と，第 3 グJレーフ。の全ての土壌が含

まれる。それらの置換性塩基組成は Ca を主体とするものがほとんどであるが. ex.Ca および ex.Mg含

有量は比較的多いものからかなり少ないものまであり，したがって塩基飽和度は比較的高いものからかな

り低いものまである。コゴン植生の土壌が多いが，それらに混じってタラヒブ植生やサモン植生の土壌が

あり，それらと塩基飽和度や pH との聞には明瞭な規則性を見出し難い。

それらのうちでコゴンおよびタラヒプ植生の土壌では. No.84-23 において通気透水性が不良である以

外は，第四紀礁層，赤褐色砕屑堆積物，火成岩，および第四紀粘土質堆積物を母材とする土壊すべてにお

いて理学性が良好である。 No.84ー23 がコゴン植生であるのは，前述のように年間を通して水分の供給が

潤沢であること，および置換性塩基組成が Ca を主体とする ζ と，などがその主な要因であると考えられ

る。

とれに対してサモン植生の土壌では，通気透水性が良好であるか，あるいは鈍頂尾根の肩部または凸形

斜面のように乾燥しやすい地形のととろに分布するなど，いずれも乾期に土層が強く乾燥する傾向がうか

がえる。

このように pH が 5~6. ex.Ca や ex.Mg の含有量が比較的多い~かなり少ないの範囲にあり，置
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換性塩基組成が Ca を主体とするような化学性を持つ土壌においては，物理的あるいは地形的に乾燥しゃ

すいととろではサモン植生が，また物理的および地形的に強く乾燥しないと乙ろではコゴン植生が優占す

るものと思われる。

pH が 5 未満の区域1<:: は，不定形癌状物lと富む堆積物等を母材とする土壌， すなわち前述の第 4 グルー

プlζ相当する土壌が主として含まれる。それらはいずれも化学性が不良である。またそれらは物理的ある

いは地形的に，乾燥し易い土壌でもある。 そのためそれらの土壌が分布する 91 林班は， 全面的にサモン

植生になっているものと思われる。

(2) 粘土鉱物

各土壌の粘土鉱物は，表 22~27 のとおりである。

調査地の土壌に含まれている粘土鉱物の種類は，ヴァーミキュライト ， Alーヴァーミキュライト，イラ

イト，モンモリロナイト，カオリン鉱物等であるが，そのうちで主なものはカオリン鉱物とモンモリロナ

イトであり，本調査地の土壊中には少くともどちらかが必ず含まれている。

表 22. 第四紀穣層を母材とする土壌の粘土鉱物

| 一 |山アf六刊一ペ刊ミ引| モ…ン河刈モ叫リ
キユライト|キユライト| ナイト

層位土壌 No.
地形・植生

Al + ++ 
83-28 

Aa + ++ 
急斜面 B +++ 
サモン BC 十++

C +++ 

Al + + 
84-25 

A2 + + 
急斜面 Bl + + 
タラヒフ。 B2 + + 

BC + + 

A + 
80-12 Bl + 

尾 根 Bat + 
BSt + 

サモン
BC 十

C + 

A 士
84一一 18

Blt 土

尾 4良 Bat 士

サモン BC 土

C 

80-7 A + 

凸形斜面
Blt ++ 
B2t ++ 

サモン
BC ++ 

十++:富む ++:含む +:あり :t:痕跡

カオリン
鉱物

+ 
+ 
土

土

士

+ 
+ 
+ 
+ 
+ 

+++ 
+++ 
+++ 
+++ 
+++ 
+++ 

+++ 
+++ 
+++ 
+++ 
+++ 

+ 
+ 
++ 
+ 



パンタパンガン地域の土壌と立地区分に関する研究(第 1 報) (八木) ー 91 ー

表 23. 赤褐色砕屑堆積物を母材とする土壌の粘土鉱物

層位 ヴァーミ …ロ| カオリン l その他植生 キュライト ナイト 鉱物

84-19 A 士 +++ 

尾 根
Blt 土 +++ 
Bgt ++十

サモン
BC +++ 

84-20 A 土 +++ 

尾 キ艮
Blt 土 +++ 
B2t 土 +++ 

コゴン
BC +++ 

A 士 +++ 
84-15 

AB  土 +++ 
平衡斜面 Blt 土 +++ 
ココe ン B2t 土 ++十

BC 土 +++ 

A + ++ 土
84-23 

ABg + ++ 土

凹形斜面 Bl< + ++ 
コ ゴソ

Bgg 十 ++ 
BCg + ++ 

Al ++ ++ 
84-21 

A2 ++ ++ 
凹形斜面 Blt ++ ++ 
コゴソ B2t ++ ++ 

BC ++ ++ 

そこで各土壌の粘土鉱物組成を，カオリン鉱物を主とするものをカオリンタイプ，モンモリロナイトを

主とするものをモンモリロナイトタイプとし，その他はそれらが混合したものか，あるいはそれらと他の

粘土鉱物との混合したものであるから，それらを混合タイプとする。

第四紀磯層を母材とする土壌においては，鈍頂尾根のものはカオリンタイプ，凸形斜面のものは混合タ

イプ，そして急斜面のものは混合タイプあるいはモンモリロナイトタイプである。

また赤褐色砕屑堆積物および火成岩を母材とする土壌においては，鈍頂尾根，凸形斜面，および平衡斜

面のものはいずれもカオリンタイプであるが，凹形斜面のものは混合タイプである。

乙のようにとれら 3母材に由来する土壌においては，鈍頂尾根の土壌はそれら 3 つのタイプのうちで最

も風化が進んでいると考えられるカオリンタイプであるが，斜面の土壌では比較的風化が進んでいると考

えられる混合タイプがみられるようになり，特iζ第四紀磯層を母材とする急斜面の土壌では，それらのう

ちで最も風化が進んでいないと考えられるモンモリロナイトタイプもみられる凶1520

これに対して第三紀泥岩および第四紀粘土質堆積物を母材とする土壌においては，いずれもモンモリロ

ナイトタイプであり，また不定形摺状物lと富む堆積物等を母材とする土壌では，いずれもカオリンタイプ

であるなど，粘土鉱物組成はそれらの土壌が分布する地形面とは全く関係なく一定である。

これは，前の 3 母材においては，斜面形成過程の進行に伴いそれらに質的な変化がもたらされたためで
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表 24. 火成岩を母材とする土壌の粘土鉱物

地土形壌・植No生. 層位
AIーヴァーミ

イライト
カオリン

ギプサイト
キュライト ナイト 鉱 物

A 土 士 +++ 
81一一 18 Blt 土 士 +++ 

尾 根 Bat 土 土 +++ 
BSt 土 土 +++ 

コ ゴソ
BC 土 土 +++ 
C 土 士 ++ 

80-16 A + +++ 土

凸形斜面
Bl + +++ 土

BSt 土 +++ 土
サモン

BC + +++ 土

A +++ 
80-15 

Blt +++ 
平衡斜面 BSt +++ 
コ ゴ「ン BSt +++ 

BC +++ 

Al ++ 土 ++ 
81一一21

Aa ++ 土 ++ 
凹形斜面 Btt ++ 士 ++ 
コゴソ B2t ++ 士 ++ 

BC ++ 土 ++ 

表 25. 第三紀泥岩を母材とする土壌の枯土鉱物

地土形壌・ No. 
植生

層位
ナイト 鉱物 その他

80-1 Al +++ ++ 

平衡斜面
Aa +++ ++ 
B +++ + 

サモン
BC 十++ 土

A ++ ++ 土
84-26 

Bu ++ 十

凹形斜面 Bu +++ + 
サモン

BCg 十十+ + 
C ++十 + 

84-27 A +++ + 

山麓緩斜面
B +++ 土

BC 十++ 土

サモン
C +++ 土
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表 26. 第四紀粘土質堆積物を母材と

する土壌の粘土鉱物

土壌 No. I ""''''' Iモンモリロ|カオリン
地形・植生| 層位 |ナイト|鉱 物

81-23 Al ++ + 

凹形斜面
A~ ++ + 
As +++ + 

コ ゴン
BC 十十+ + 

Al +++ + 
84-17 

As +++ + 
山麓緩斜面 As +++ 十

サモ ン A~ +++ + 
BC +++ + 

84-16 Al +++ + 

山麓緩斜面
As +++ 十

B +++ + 
コゴソ

BC 十+ + 

Al ++ ++ 
A~ +++ + 

84-12 
As +++ 十

山麓緩斜面 A~ +++ + 
コゴソ AB +++ + 

BC +++ + 
C +++ 士

表 27. 不定形癒状物に富む堆積物等

を母材とする土壌の粘土鉱物

土壌 No | 層位 |モンモリロ|カオリン
地形・植生 I J'jæf')..1L ナイト|鉱 物

84ーー l A 土 +++ 
B 士 +++ 

尾 根
BC +++ 

サモン
C +++ 

80-13 A 士 ++ 
B 士 +++ 

凸形斜面
nBC 土 +++ 

サモン nc 土 +++ 

84-2 A 土 +++ 
AB 士 +++ 

凹形斜面
BC 士 +++ 

サモン
C 土 +++ 

A 土 +++ 
84-10 

Bl 土 +十+

山麓緩斜面 B~ 土 +++ 
サモ ン

nCl 土 +++ 
ncs 土 +++ 

あり，後の 3 母材においては，そのような過程の進行に際しでもそれらの本質にほとんど変化がなかった

ためと考えられる。

このように前の 3 母材に由来する土壌の粘土鉱物組成は，いずれもそれらの地形の形成史と密接な関係

を有しており，各地形面の安定性やそれらの相対的な年代を反映しているものと思われる。

これに対して後の 3 母材IC由来する土壌では，それらの母材が持つ鉱物学的性質が各土壌の粘土鉱物組

成にそれぞれ一様に強く反映したものであり，それらと各地形面との聞にはなんらの関連性も認められな

L 、。

またそれらの粘土鉱物組成タイプと植生との関連性l乙関しては，各タイプの土壌にそれぞれサモン植生

とコゴン植生が広く分布しており，両者の聞に明瞭な対応関係を見出すことは困難である。

(3) 遊離酸化物

各土壌の全鉄と全アルミニウムおよび遊離酸化鉄と遊離酸化アルミニウムは，表 28~33 のとおりであ

る。

土壌中の遊離酸化鉄全体を表わすおよその尺度とされるジチオナイト可溶鉄含有率 (Fed) は，全鉄含

有率 (FeT) の低い赤褐色砕屑堆積物を母材とする土壌において概して低いが，その他においては土壌に

よって変動が大きく一定の傾向を見出し難い。

そ乙で，それらの値をそれぞれの全鉄含有率と比較すると，第四紀際層，赤褐色砕屑堆積物，および火

成岩を母材とする土壌では，鈍頂尾根の土壌の全鉄に対するジチオナイト可溶鉄の割合 (Fed/FeT) がい
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第四紀磯層を母材とする土壌の遊離酸化物

土壌 No. FeaOs A1aOs 
層位 。 d 。 d 

地形・植生 0(%) 
d T T(%) 0(%) 

d T 

Al 9.37 3.09 0.67 0.22 0.33 14.33 0.39 0.34 0.87 0.03 
84ー28

A2 8. 72 3.17 0.64 0.20 0.36 14.21 0.51 0.42 0.82 0.04 

急斜面 B 9.42 3.25 0.55 0.17 0.35 14.73 0.39 0.36 0.92 0.03 

サモン
BC  9.95 3.40 0.51 0.15 0.34 14.61 0.54 0.43 0.80 0.04 

C 8.85 2_97 0.48 0.16 0.34 14.20 0.46 0.37 0.80 0.03 

Al 7.28 2.95 0.54 0.18 0.41 12.78 0.69 0.56 0.81 0.05 
84-25 

Aa 7.29 3.12 0.62 0.20 0.43 13.00 0.92 0.84 0.91 0.07 

急斜面 Bl 8.04 3.10 0.58 0.19 0.39 13.62 0.94 0.84 0.89 0.06 

タラヒプ Ba 8.26 3.22 0.61 0.19 0.39 15.86 0.90 0.80 0.89 0.06 

BC  8.23 3.18 0.52 0.16 0.39 15.35 0.89 0.87 0.98 0.06 

A 10.40 5.10 0.84 0.16 0.49 13.54 0.76 0.47 0.62 0.06 

80-12 B1 9.68 5.33 0.53 0.10 0.55 15.87 1. 25 0.99 0.79 0.08 

尾 根
B2t 9.85 5.13 0.41 0.08 0.52 24.17 1.28 0.69 0.54 0.05 

BSt 9.02 5.06 0.29 0.06 0.56 19.05 1.48 0.78 0.53 0.08 
サモン

BC  10.63 6.04 0.41 0.07 0.57 20.40 1. 76 0.79 0.45 0.09 

C 8.71 4.97 0.35 0.07 0.57 19.95 1.17 0.55 0.47 0.06 

A 6.11 4.65 0.59 0.13 0.76 13.08 2.43 1.21 0.50 0.19 
84-18 

Blt 5.88 4.35 0.57 0.13 0.74 17.53 2.07 1. 12 0.54 O. 12 

尾 根 B2t 5.71 4_28 0.39 0.09 O. 75 18.05 2.41 1. 06 0.44 0.13 

サモン
BC  6.30 4.35 0.20 0.05 0.69 23.30 2.30 0.72 0.31 0.10 

C 5.75 4.94 0.24 0.05 0.86 22.08 3.06 0.87 0.28 0.14 

80-7 A 10.11 3.44 0.41 0.12 0.34 14.85 1.77 0.52 0.29 0.12 

凸形斜面
Blt 10.03 3.53 0.27 0.08 0.35 15.18 1.61 0.41 0.25 0.11 

BSt 9.93 3.93 0.29 0.07 0.40 16.90 1. 82 0.51 0.28 0.11 
サモン

BC  10.06 5.76 0.46 0.08 0.57 15.62 1.81 0.44 0.25 0.12 

表 28.

。:酸性シュウ酸塩可溶鉄およびアルミニウムd: ゾチオナイト可溶鉄およびアルミニウムT: 全鉄およびアルミニウム
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赤褐色砕屑堆積物を母材とする土境の遊離駿化物

土壌 No. FeaOs AlaOs 
層位 。 d Tω| d(%) I 

。 d 
地形・植生 d T d T 

84-19 A 3.00 2.31 0.40 0.17 0.77 7.39 0.41 0.31 0.76 0.06 

Blt 3.20 2.61 0.35 O. 13 0.82 9.84 0.96 0.86 0.90 0.10 
尾 根

B2t 4.76 3.22 0.33 O. 10 0.68 11.58 1.01 0.99 0.98 0.09 
サモン

BC 5.34 3.42 0.31 0.09 0.64 13. 75 1. 36 0.86 0.63 O. 10 

84-20 A 2.92 2.06 0.46 0.22 0.71 7.12 0.63 0.61 0.97 0.09 

Blt 3.99 3.07 0.40 0.13 0.77 9.57 0.65 0.64 0.98 0.07 
尾 根

B9t 4.48 3.09 0.36 0.12 0.69 11. 09 0.99 0.74 0.75 0.09 
コゴン

BC 5.21 3.35 0.34 0.10 0.64 13.98 0.86 0.72 。‘ 84 0.06 

A 3.36 1.15 0.46 0.40 0.34 7.81 0.40 0.25 0.63 0.05 
84-15 

AB 4.16 2.36 0.48 0.20 0.57 10.15 0.71 0.42 0.59 0.07 

平衡斜面 Blt 4.82 2.74 0.30 0.11 0.57 12.21 1. 00 0.46 0.46 0.08 

コゴソ Bat 5.37 3.11 0.29 0.09 0.58 13.97 1.45 0.52 0.36 O. 10 

BC 5.85 3.29 0.33 O. 10 0.56 14.50 1. 07 0.48 0.45 0.07 

A 4.22 2.51 1. 19 0.47 0.59 9.48 0.61 0.57 0.93 0.06 
84-23 

AB. 4.35 2.25 0.72 0.32 0.52 8.34 0.60 0.51 0.85 0.07 

凹形斜面 Bu 4.63 2.82 0.63 0.22 0.61 9.77 0.65 0.60 0.92 0.07 

コゴソ Bag 5.40 3.07 0.53 0.17 0.57 11. 76 0.81 0.92 1. 14 0.07 

BCg 5.61 3.11 0.49 0.16 0.55 11. 90 0.79 0.62 0.78 0.07 

Al 6.07 3.44 1.10 0.32 0.57 14.75 1.01 0.95 0.94 0.07 
84-21 

Aa 6.12 3.22 0.86 0.27 0.53 15.74 0.88 0.85 0.97 0.06 

凹形斜面 Blt 6.62 3.46 0.78 0.21 0.52 16.53 0.85 0.81 0.95 0.05 

Bat 6.84 3.70 0.61 0.16 0.54 15.85 0.97 0.88 0.91 0.06 
コゴソ

BC 6.95 3.78 0.62 0.16 0.5:4 16.82 1.01 0.75 0.74 0.06 

表 29.
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表 30. 火成岩を母材とする土壌の遊離酸化物

土壌 No. FeaOa Als0a 
層位 。 d 。 ω| 。 d 

地形・植生 。(%)
d T d (%) d T 

A 3.91 3.04 0.81 0.27 0.78 15.99 2.61 1.07 0.41 0.16 

81-18 Blt 4.36 3.56 0.44 0.12 0.82 21. 43 3.15 0.68 0.22 0.15 

尾 根 BSt 5.18 4.36 0.25 0.06 0.84 23.61 2.93 0.52 0.18 0.12 

B8t 5.00 4.53 0.20 0.04 0.91 23.42 2.63 0.68 0.26 0.11 
コゴソ BC 5.09 4.44 0.28 0.06 0.87 22.02 3.60 0.82 0.23 O. 16 

C 5.08 4.45 0.21 0.05 0.88 23.83 2.51 0.70 0.28 0.06 

80-16 A 13.34 8.21 0.70 0.09 0.62 17.07 1. 66 0.99 0.60 O. 10 

Bl 13.76 8.71 0.54 0.06 0.63 18.21 2.02 1. 08 0.53 0.11 
凸形斜面

BSt 12.69 9.14 0.52 0.05 0.72 19.53 3.10 1. 90 0.61 0.16 
サモン

BC 13.41 8.96 0.58 0.06 0.67 22.14 1. 69 1.24 0.73 0.08 

A 20.34 10.84 0.40 0.04 0.53 21. 04 1.73 0.67 0.39 0.08 
80-15 

Blt 16.92 10.45 0.46 0.04 0.62 24.07 1. 81 0.70 0.39 0.08 

平衡斜面 BSt 17.11 10.12 0.37 0.04 0.59 25.87 1.61 0.68 0.42 0.06 

コゴソ B8t 18.97 9.95 0.32 0.03 0.52 29.18 1.66 0.59 0.36 0.06 

BC 20.10 10.84 0.29 0.03 0.54 28.15 1. 48 0.66 0.45 0.05 

Al 7.45 4.39 0.98 0.22 0.59 17.40 2.49 1. 10 0.44 0.14 
81-21 

AJ 7.20 4.05 1. 21 0.30 0.56 15.77 2.42 0.83 0.34 0.15 

凹形斜面 Blt 7.64 3.79 1.06 0.28 0.50 16.35 2.67 0.88 0.33 0.16 

コゴソ BlIt 7.63 3.62 1. 05 0.29 0.47 18.06 2.63 1.10 0.42 0.15 

BC 7.83 4.01 0.99 0.25 0.51 17.40 2.13 1.65 0.77 0.12 
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表 31. 第三紀泥岩を母材とする土壌の遊離酸化物

土壌 No. Feρs Al~Oa 
層位 。 d 。 d 

地形・植生 d (.%) 
d T T(.%) o (箔)

d T 

80-1 Al 10.42 5.44 1.06 0.19 0.52 15.12 1.64 0.54 0.33 0.11 

平衡斜面
Aa 12.31 6.26 0.98 0.16 0.51 17.47 1.87 0.59 0.32 0.11 

B 13.01 6.92 0.91 0.13 0.53 18.40 2.22 1.00 0.45 0.12 
サモン BC 10.42 3.63 0.52 0.14 0.35 17.26 1. 52 0.88 0.58 0.09 

A 4.24 2.14 0.47 0.22 0.51 9.20 0.29 0.27 0.93 0.03 
84ー26

B1i 5.78 2.56 0.50 0.20 0.44 12.11 0.63 0.50 0.79 0.05 

凹形斜面 Bu 9.60 3.51 0.55 0.16 0.37 20.29 0.86 0.67 0.78 0.04 

サモン BC 10.00 3.20 0.48 0.15 0.32 18.84 0.54 0.46 0.85 0.03 

C 8.54 3.28 0.47 0.14 0.38 18.41 0.63 0.47 0.75 0.03 

84-27 A 12.34 4.15 0.92 0.22 0.34 15.75 1. 16 0.61 0.53 0.07 

山麓緩斜面
B 12.29 3.78 0.68 O. 18 0.31 16.00 0.93 0.43 0.46 0.06 

BC 12.46 3.62 0.54 0.15 0.29 16.31 0.77 0.38 0.49 0.05 
サモン

C 12.77 3.89 0.66 0.17 0.30 16.29 0.85 0.40 0.47 0.05 

~ 
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第四紀粘土質堆積物を母材とする土域の遊離酸化物

土壌 No. Fe20S A120s 
層位 。 d 。 d 

地形・植生
d T d T 

81-23 Al 11. 90 5. 77 1.86 0.32 0.48 18.54 2.47 0.70 0.28 0.13 

凹形斜面
A2 13.40 6.29 1.74 0.28 0.47 19.71 2.62 0.67 0.26 0.13 

As 12.71 6.32 1.24 0.20 0.50 18.02 2.39 0.71 0.30 0.13 
コゴソ BC 12.20 6.35 1.30 0.20 0.52 16.51 2.51 0.61 0.24 0.15 

Al 5.19 4.23 1. 14 0.27 0.82 13.32 0.94 0.46 0.49 0.07 
84-17 

A2 5.12 3.85 0.81 0.21 0.75 14.52 0.96 0.45 0.47 0.07 

山麓緩斜面 As 5.57 4_48 0.85 0.19 0.80 16.19 1.28 0.55 0.43 0.08 

サモン
A~ 5.88 4.39 0.70 0.16 0.75 17.88 0.98 0.42 0.43 0.05 

BC 6.44 3.84 0.69 O. 18 0.60 19.38 0.72 0.42 0.58 0.04 

84-16 Al 5.42 4.78 1.51 0.32 0.88 18.85 1.06 0.59 0.56 0.06 

山麓緩斜面
A2 6:25 4.62 1.02 0.22 0.74 20.18 1.39 0.76 0.55 0.07 

B 5.80 3.45 0.76 0.22 0.59 19.57 0.72 0.51 0.71 0.04 
コゴソ BC 5.76 3.46 0.69 0.20 0.60 19.47 0.68 0.45 0.66 0.03 

Al 7.63 3.01 1.40 0.47 0.39 18.21 0.91 0.45 0.49 0.05 

A2 10.08 3.24 0.92 0.28 0.32 20.81 1.07 0.46 0.43 0.05 
84ー12

As 10.18 3.38 1. 00 0.30 0.33 21.71 1. 24 0.53 0.43 0.06 

山麓緩斜面 A~ 10.06 3.21 1.04 0.32 0.32 21. 79 1. 06 0.60 0.57 0.05 

コゴソ AB 8.86 2.22 0.83 0.37 0.25 22.67 0.90 0.50 0.56 0.04 

BC 8.76 2.46 0.88 0.36 0.28 23.60 0.92 0.62 0.67 0.04 

C 10.57 2.46 0.53 0.22 0.23 22.29 0.77 0.50 0.65 0.03 

表 32.
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表 33. 不定形癌状物IC富む堆積物等を母材とする土壌の遊離酸化物

土壌 No. FeaOs A1aOs 
層位

。 ω| 。 d d(鈎|
。 d 

地形・植生 d T d T 

84-一 l A 9.72 5. 11 0.46 0.09 0.53 24.88 1.77 1.06 0.60 0.07 

B 11.94 6.60 0.44 0.07 0.55 29.54 1.99 0.92 0.46 0.07 
尾 根

BC  11.26 5.94 0.32 0.05 0.53 27.10 1.43 0.42 0.29 0.05 
サモン

C 13.92 8.67 0.26 0.03 0.62 20.50 1. 65 0.61 0.37 0.06 

80-13 A 13.56 6.49 0.37 0.06 0.48 16.66 1.04 0.54 0.52 0.06 

凸形斜面
B 12.30 6.76 0.26 0.04 0.55 20.87 1.37 0.80 0.58 0.07 

llBC 11.32 5.42 0.28 0.05 0.48 25.04 1. 33 0.79 0.59 0.05 
サモン

llC 12.35 6.45 0.26 0.04 0.52 25.64 3.29 0.97 0.29 0.13 

84-2 A 8.20 3.33 0.63 0.19 0.41 13.54 1.30 0.64 0.49 0.10 

凹形斜面
A B  8.56 5.35 0.76 0.14 0.63 15.40 1.86 1.10 0.5ヲ 0.12 

BC  10.08 6.36 0.58 0.09 0.63 23.50 1.62 0.68 0.42 0.07 
サモン

C 8.52 5.36 0.43 0.08 0.63 25.68 1.60 0.70 0.44 0.06 

A 6.75 3.75 0.64 0.17 0.56 10.87 1. 16 0.43 0.37 0.11 
84ー10

Bl 7.85 4.32 0.54 0.13 0.55 15.19 1. 38 0.54 0.39 0.09 

山麓緩斜面 Bs 9.40 5.63 0.44 0.08 0.60 17.30 1.79 0.62 0.35 0.10 

サモン llCl 12.76 7.21 0.36 0.05 0.57 19.76 2.38 0.85 0.36 0.12 

llCs 10.48 6.04 0.30 0.05 0.58 25.09 1.61 0.68 0.42 0.06 

<0 
<0 
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ずれも他の地形面のものよりそれぞれ高い値を示している。この Fed/FeT は，土壌に含まれている鉄の

遊離態化の程度を表わすおよその尺度と考えられることから，鈍頂尾根の土壌においては他の地形面のも

のよりいずれも苦鉄質鉱物の風化による遊離酸化鉄の生成が進んでいるものと推定される。

したがってそれらの 3母材に由来する土壌では，鈍頂尾根の土壌が他の地形面の土壌よりいずれも鉱物

の風化において最も進んでいるものと判断される。 ζのような風化の傾向は，粘土鉱物の風化系列によっ

て推定したそれらの風化の進展度の傾向とも軌をーにしている。

次に土壌中の非品質の遊離酸化鉄の尺度とされる酸性シュウ酸塩可溶鉄含有率 (Feo) については， 第

四紀磯層，赤褐色砕屑堆積物，および火成岩を母材とする鈍頂尾根，凸形斜面，および平衡斜面に分布す

る土壌，および不定形摺状物に富む堆積物等を母材とする全ての土壊において低い値を示している。その

ためジチオナイト可溶鉄含有率に対する酸性シュウ酸塩可溶鉄含有率の割合で表わされる指数，いわゆる

活性度 (Feo/Fed) (SCHWERTMANN, 1964)18)は，それら全ての土壌において小さい。

乙のように非品質の遊離酸化鉄の割合が小さいととは，それらの土壌においては，遊離酸化鉄のほとん

どが結品質のもので占められている乙とを意味しており，それらの土壌中の遊離酸化鉄の結晶化が相当進

んでいるととが推定される。

これに対して第四紀藤層を母材とする急斜面の土壌，赤褐色砕屑堆積物や火成岩を母材とする凹形斜面

の土壌，および第三紀泥岩や第四紀粘土質堆積物を母材とする全ての土壌においては，酸性シュウ酸塩可

溶鉄含有率が前述の土壌のそれより高く，そのために活性度も比較的大きい。したがってそれらの土壌に

おいては非品質の遊離酸化鉄の割合が比較的高し土壌中の遊離酸化鉄の結品化が前者のものほど進んで

いないととが推察される。

乙れは第四紀磯層，赤褐色砕屑堆積物，および火成岩を母材とする鈍頂尾根，凸形斜面，および平衡斜

面に分布する土壌，および不定形癌状物lと富む堆積物等を母材とする土壌では，前述のように風化履歴が

概して古く，かつ物理的あるいは地形的に排水条件が比較的良好であるのにたいして，第四紀礁層，赤褐

色砕屑堆積物，および火成岩を母材とする急斜面および凹形斜面の土壌や，第三紀泥岩および第四紀粘土

質堆積物を母材とする土壌では，いずれも前者の土壌ほど風化が進んでいないとと，あるいは物理的およ

び地形的に排水条件が不良であるととなどと，密接な関連を有するものと思われる。

また遊離酸化アルミニウムに関しては，ジチオナイト可溶アJレミニウム含有率や，それらの会アルミニ

ウム含有率に対する割合 (Ald!AIT) はいずれの土壌においても低い。したがって本調査地の土壌におい

ては，アルミノ珪酸塩の風化分解!とよる遊離酸化アルミニウムの生成，すなわちアリット化作用はまだほ

とんど進行していないものと推定される。

4. 微細形態学的性質の結果と考察

(1) 第四紀磯層を母材とする土壌

第四紀喋層を母材とする土壌の微細形態学的性質は，表 34~37 のとおりである。

スケルトングレインやリソレリクトでは，前者に関しては石英，長石，緑レン石， 角内石， 磁鉄鉱等

が，また後者lζ関しては熱変成岩，閃緑岩，石英閃緑岩，玄武岩，砂岩，頁岩等fC由来するものが主とし

て含まれている。

そのうち緑レン石や角閃石のような有色鉱物は No.84-25 や No.80一7 で多く(写真 2， 14)，リソレ

リクトも両土壊においては緑レン石に富む熱変成岩や閃緑岩が主体である(写真 14， 15)。とれに対して
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表 34. No. 84-28 の微細土壌学的性質
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l」ν
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r
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.
1
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e
 

ι
L
 c

 
a
 

vA 
h
 

C
 

Al A~ B BC 

Microstructure Spongy with open id. Spongy and irre- lrregular iointed id. 
and voids smooth and rough gular iointed with and porous with 

cavities smooth and rough smooth and rough 
cavities and fissu- fissures and cavi-
res ties 

Related distIibu- Porphyroskelic id. id. id. id. 
tion of plasma and 
skeleton grains pl. < sk. id. id. id. id. 

Plasmic fabric Silasepic I Argillasepic I id. Silasepic id. 

Skeleton grains 
and lithorelicts 

Quartz (0) (0) (0) (C) (C) 
Feldspars (C) (0) (0) (0) (0) 
Epidote (R) (R) (R) (0) (0) 
Amphiboles (0) (0) (R) (R) (R) 
Magnetite (0) (0) (0) (0) (0) 
Lithorelicts (0) (0) (0) (C) (F) 

Pedological 
features 

Cutans None id. id. id. id. 

Glaebules SnoEsdqu1l1e 1oxf idic id. id. id. id. 
(R) (id.) (id.) (id.) (id.) 

表 35. No. 84-25 の微細土壌学的性質
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Al A2 Bl B~ 

Microstructure Spongy with open Spongy with open id. Pprous and irreg- id. 
and voids smooth cavities and closed smooth ular joint巴d with 

cavities closed smooth ca-
vities and curved 
sm∞th fissures 

Related distribu- Porphyroskelic id. id. id. id. 
tion of plasma and 
skeleton grains pl.くは. id. id. id. id. 

Plasmic fabric Silasepic id. I Argillasepic I(W諸民支払ed) id. 

Skeleton grains 
and lithorelicts 

Quartz (0) (0) (C) (C) (C) 
Feldspars (R) (R) (0) (0) (0) 
Epidote (C) (0) (C) (C) (C) 
Amphiboles (R) (R) (0) (0) (0) 
Magnetite (0) (R) (0) (0) (0) 
Lithorelicts (F) (F) (C) (C) (C) 

Pedological 
features 

Cutans None id. id. id. id. 

Glaebules nSeosdquule iox(Rid) ic id. id. id. id. 
(id.) (id.) (id.) (id.) 

R : Rare(<2,%), 0: Occasionally(2-5,%), C: Common(5-10,%), F : Frequent(lO-20,%), VF: Very Frequent(20,%<) 
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表 36. No. 8←12 の微細土壌学的性質

Characteristics I A Bl B2t C 

恥1:icrostructure Spongy with Porous-spongy Irregular jointed id. id. id. 
and voids clo四d smooth with closed and porous with 

cavities smooth cavities curved smooth 
fissures and closed 
smooth cavities 

Related distribu- Porphyroskelic id. id. id. id. id. 
tion of plasma and 
skeleton grains pl. < sk. id. id. id. pl.孟sk. pl.<sk. 

Plasmic fa bric Silasepic Argi11asepic Insepic id. id. Silasepic 

Skeleton grains 
and lithorelicts 

Quartz (F) (F) (F) (F) (F) (C) 
Feldspars (R) (R) (R) (R) (R) (R) 
Epidote (R) (R) (R) (R) (R) (R) 
Amphiboles (0) (R) (R) (R) (R) (R 
お1agnetite (0) (0) (0) (0) (0) (0) 

Lithorelicts (0) (0) (0) (0) (0) (C) 

Pedological 
features Ferri -argi1lan 

Cutans None None (dVeevrey l weakly id. id. id. 
oped) (※) (id.) (id.) 

Glaebules Snoesdquule ioxidic id. id. id. id. id. 
(R) (id.) (id.) (id.) (id.) (id.) 

※: Weakly developed. 

表 37 No.80-7 の微細土壌学的性質

Characteristics A Blt B2t BC 

Microstructure Spongy and irregular Irregular jointed and id. Irregular jointed 
and voids jointed with open porous with curved with curved 

smooth cavities and smooth fissures and smooth fissures 
curved smooth fissures closed smooth cavities 

Related distribution Porphyroskelic id. id. id. 
of plasma and 
skeleton grains pl. < sk. id. pl. ;:玉 sk. pl. < sk. 

Plasmic fabric Insepic Insepic, 
Skelsepic 

id. 
id 

汀
叫M

Skeleton grains 
and lithorelicts 

Quartz (C) (C) (0) (0) 

Feldspars (R) (R) (R) (R) 
Epidote (C) (C) (F) (F) 
Amphiboles (R) 
Magnetite (R) (R) (R) (R) 
Lithorelicts (C) (C) (C) (F) 

Pedological features 

Cutans None Ferri-adrEg可i1lan id. id. 
(Weakly developed) (Mdeovdeelroapteedly > (id.) 

Glaebules Snoedsqu1l1e 10x(Oid) 1c id. id. id. 
(id.) (id.) (R) 
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有色鉱物の比較的少ない No.84ー28 では，比較的易風化性の玄武岩に由来するリソレリクトが含まれて

いる(写真 16) 。

また No.80-12 では有色鉱物が少なく， リソレリクトも有色鉱物をほとんど含まない珪長質のものが

外い(写真 1) 。

第四紀礁層を母材とする土壌のうちで急斜面の No.84ー28 が，最も CEC や ex.Ca および ex.Mg 含

有量が多く，鈍頂尾根の NO.80-12 ではそれらがいずれも少なく，そして急斜面の No.84-25 や凸形

斜面の No.80ー7 ではそれらが両土壌の中間的な値を呈するのは，そのような母材の岩石学的および鉱物

学的性質がそれらの土壌に強く反映された結果であると推定される。

微細構造に関しては，表層では主としてキャビティからなる空隙をもっスポンジ状微細構造が発達する

が，それ以下の層では主としてフィッシャーからなる空隙をもっイレギュラージョイント状微細構造が発

達する(写真 17， 18) 。

このイレギュラージョイント状微細構造は，特に No.80ー7 で顕著である。 これは， 同土壌の分布す

る凸形斜面が地形的に非常に乾燥しやすいととと，密接な関連を有するものと思われる。

またそれらの空隙の壁面は概してなめらかであり，なんらかの作用が加わったことを示しているが，急

斜面の No.84-28 ではそのような作用を受けていないと思われる凹凸な壁面が認められる(写真 1， 16，

17， 18) 。

プラズマファプリックでは， No.80ー12 や NO.80-7 においては， in-situ の粘土が圧力や勇断的張

力により配向性を獲得するために生じるプラズマセパレイションからなるインセピックファプリックが認

められるが， 急斜面のものでは， No.84-25 の下層に弱度lζ発達したスケJレボセピックファブリックが

認められるに過ぎず(写真 12) ， No. 84-28 においてはそのようなものは全く認められない。

また No.80-12 や NO.80-7 では，粘土の機械的移動等の産物である粘土皮膜が空隙の壁面等に斑

点状IC生成されているが，急斜面の土壌ではいずれもそのような形成物は認められない。

以上のように，鈍頂尾根や凸形斜面の土壌では成図的な微細形態学的特徴がいくつか明瞭に認められる

のに対して，急斜面の土壌ではそれらの発達が不良で，特lと No.84-28 ではほとんど認められない。し

たがって前の 2 土壌は土壌生成的に比較的時間の経過した古いものと思われるが， No.84-25 では比較

的若く，そして No.84-28 ではかなり若い土壌であると考えられ門 前述のそれらに関する推察と金く

一致する。

(2) 赤褐色砕屑堆積物を母材とする土壌

赤褐色砕屑堆積物を母材とする土壌の微細形態学的性質は，表 38~42 のとおりである。

いずれの土壌もリソレリクトの含有量が少なししかも緑レン石を含む熱変成岩に由来するものがほと

んどであるが，スケJレトングレインの組成から判断して，閃緑岩および石英閃緑岩風化物も土壌内に相当

混入していると推定される(写真 3) 。 したがって赤褐色砕屑堆積物は主としてそれら 3 種の岩石の風化

物に由来するものと思われる。

微細構造に関しては，鈍頂尾根の残積土から凹形斜面の崩積土まで，一般にスポンジ状あるいはスポン

ジ状とポーラス状との中間的な微細構造が主として発達しており，全体的にその発達程度は比較的良好で

ある。

しかし No.84-19 においては， Blt 層以下にイレギュラージョイント状の微細構造の発達が認められ
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表 38. No. 84-19 の徴細土壌学的性質

Characteristics A Blt B9t BC 

乱1icrostructure Spongy-crumby with Spongy and irregular Irregular jointed id. 
and voids open rough and jointed with smooth and porous with 

smooth cavities and rough ca vi ties smooth fissures 
and fissures and cavities 

Related distribution Intertextic- Porphyroskelic id. id. 
of plasma and pp1.orくphsykr.oskelic 
skeleton grains id. id. id. 

Plasmicfa bric Si1asepic Skel-vosepic id. id. 
Insepic 

Skeleton grains 
and lithorelicts 

Quartz (F) (F) (C) (C) 
Feldspars (C) (0) (0) (0) 

Epidote (R) (R) (R) (R) 
Amphiboles (0) (0) (R) (R) 
Micas (R) (R) 
Magnetite (0) (0) (0) (0) 

Lithorelicts (R) (R) (R) (R) 

Pedological features 

Cutans None 
(WeakAly rgdilelvaen loped) 

id. id. 
(id.) (id.) 

Glaebules Sesquioxidic 
concretion (R) 

nSoesdquule ioxidic id. id. id. 
(0) (id.) (id.) (id.) 

表 39. No. 84-20 の微細土壌学的性質

Characteristics A Blt B9t BC 

Microstructure Spongy with open Spongy-porous with id. id. 
and voids and closed smooth closed smooth 

伺vities cavities 

Related distribution Porphyroskelic id. id. id. 
of plasma and 
skeleton grains pl. < sk. id. id. id. 

Plasmic fabric Si1asepic Skel-vosepic, id. id. 
Insepic id. id. 

Skeleton grains 
and lithorelicts 

Quartz (F) (F) (F) (F) 
Feldspars (C) (C) (C) (C) 
Epidote (R) (R) (0) (0) 
Amphiboles (0) (0) (R) (R) 
Micas (R) (R) 
Magnetite (0) (0) (0) (0) 
Lithorelicts (0) (0) (0) (0) 

Pedological features 

Cutans None 
(WeakAly rgdilelvaen loped) 

id. id. 
(id.) (id.) 

Glaebules nSoESdquull ioxidic id. id. id. 
巴 (0) (id.) (id.) (id.) 
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表 40. No. 84-15 の微細土壌学的性質

Characteristics A AB B1t BJt BC 

Microstructure Spongy with open id. Spongy with c10sed id. id. 
and voids and c10sed smooth smooth cavities 

cavities 

Related distribution Porphyroskelic id. id. id. id. 
of plasma and 
skeleton grains pl. < sk. id. id. id. id. 

Plasmic 僘bric Silasepic Skel-vosepic, 
Insepic 

id. 
id 

id. 
id 

id. 
id 

Skeleton grains 
and lithorelicts 

Quartz (F) (F) (F) (F) (F) 

Feldspars (C) (C) (C) (C) (C) 

Epidote (0) (0) (0) (0) (R) 

Amphiboles (0) (0) (0) (C) (C) 

Micas (R) (0) 

Magnetite (0) (0) (0) (0) (0) 

Lithorelicts (0) (0) (0) (0) (C) 

Pedological 冾atures 

Cutans None 
(VdeeAvrey rlgowiplleeadan ) kly 

id. id. id. 
(id.) (id,) (id.) 

Glaebules Sneodsquule iox(Rid) ic id. id. id. id. 
(0) (C) (id.) (id.) 

表 41. No. 84-23 の微細土壌学的性質

Characteristics A ABg Bu E
 

F
U
 

B
 

Microstructure Crumby-spongy Spongy wi th open id. id. id. 
and voids with open rough and closed smooth 

and smooth cavities cavities 

Related distribution Porphyroskelic id. id. id. id. 
o� plasma and 

pl. < sk. skeleton grains id. id. id. id. 

Plasmic 僘bric Silasepic Insepic id. id. Skel-vosepic 

Skeleton grains 
and lithorelicts 

Quartz (F) (F) (F) (F) (F) 
Feldspars (0) (C) (C) (C) (C) 
Epidote (R) (0) (0) (0) (0) 
Amphiboles (0) (0) (R) (R) (R) 
Magnetite (R) (0) (R) (R) (R) 
Lithorelicts (R) (R) (C) (C) (C) 

Pedological features 

Cutans None id. id. id. id. 

Glaebules Sesdquule ioxidic id. id. id. id. 
nodule (R) (C) (id.) (id.) (id.) 
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表 42. No. 84-21 の微細土壌学的性質

Characteristics Al A2 Blt B2t BC 

Microstructure Irregular jointed- Fragmented and Spongy-porous id. id. 
and voids fragmented with spongy with open with open and 

curved rough and smooth fissures closed smooth 
smooth fissures and caviti回 cavities 

Related distribution Porphyroskelic id. id. id. id. 
of plasma and 
skeleton grains pl. < sk. id. id. id. id' 

Plasmic fa bric Silasepic 
dIVneosvseeeplpoiic pce, (dW) eakly Inikseelp-ic, id. id. 

Skel-vosepic id. id. 

Skeleton grains 
and lithorelicts 

Quartz (C) (C) (C) (C) (C) 
Feldspars (0) (0) (0) (0) (0) 
Epidote (R) (R) (0) (R) (R) 
Amphiboles (0) (R) (R) (R) (R) 
Magnetite (0) (0) (0) (0) (R) 
Lithorelicts (0) (0) (0) (0) (C) 
Plant opal (R) (R) (R) (R) 

Pedological features 

Cutans None id. id. id. 
(dVeeAvrery gloiwplleeadan ) kly (Weakly developed) 

ped) 

Glaebules Snoedsquule iox(Cid) ic id. id. id. id. 
(id.) (id.) (F) (id.) 

表 43. No.81ー18 の微細土壌学的性質

Characteristics A Blt 1 B2t_ 1_ B8~ JBC  1 C 

Microstructure Spongy with Porous and irregular id. id. id. id. 
and voids open smooth jointed with closed 

cavities smooth cavities and 
curved smooth fissures 

Related distribution Porphyroskelic id. id. id. id. id. 
of plasma and 
skeleton grains pl. < sk. pl.孟 sk. pl. < sk. id. id. id. 

Plasmic fabric ArgiIIasepic Insepic 1;悶P出 I_Inse山skelseDic id. id. 

Skeleton grains 
and lithorelicts 

Quartz (F) (F) (F) (F) (F) (VF) 
Feldspars (R) (R) (R) (R) (R) (R) 
Amphiboles (R) (R) (R) 
Magnetite (R) (R) (R) (R) (R) (R) 
Li thorelicts (0) (0) (R) (R) (0) (0) 

Pedological features 

Cutans None aAterlgy illan id. id. 
(Moderately developed) (id.) (id.) I (id.) (id.) 

Glaebules Snoedsquul巴ioxidic id. id. id. I id. id. 
(0) (0) (0) (0) I (0) (0) 
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表 44. No. 80-16 の微細土壊学的性質

Characteristics A Bl Bat BC 

Microstructure |SP叩 W抽 open id. I~叫r jointed wi也| id. 
and voids smooth cavities curved smoo出 fissures

Related distribution Porphyroskelic id. id. id. 
。f plasma and 
skeleton grains p1.く sk. p1. > sk. id. p1. < sk. 
Plasmic fabric Argil1asepic id. 1nsepic id. 

Skeleton grains 
and lithorelicts 

Quartz (C) (C) (C) (0) 

Feldspars (0) (0) (R) (R) 
Amphiboles (R) (R) (R) (R) 
Micas (R) (R) 
Magnetit疋 (R) (R) (R) (R) 
Lithorelicts (0) (C) (0) (C) 

Pedological features 

Cutan None id. 
(WeakAly rgdilelvaen loped> Ferran and ArvgeiI llan 

(Moderately developed) 

Glaebules Snoesdqu1l1e 1ox(Oid) ic id. id. id. 
(id.) (C) (0) 

表 45. No. 80-15 の微細土壊学的性質

Characteristics A Blt Bat I B8t BC 

Microstructure Spongy and irregular Porous and irregular id. id. id. 
and voids jointed with smooth jointed with smooth 

cavities and curved cavities and fissures 
sm∞th fissures 

Related distribution Porphyroskelic id. id. id. id. 
of plasma and 

p1.豆 sk.skeleton grains p1. > sk. id. id. p1. < sk. 
Plasmic fabric Argil1asepic ISnkseelpseicp, ic I 1n関pic I id. id. 

Skeleton grains 
and lithorelicts 

Quartz (0) (R) (R) (R) (R) 

Feldspars (R) (R) (R) (R) 

Amphiboles (R) (R) (R) (R) 

Magnetite (C) (0) (0) (C) (0) 

Lithorelicts (R) (C) (C) (C) (C) 

Pedological features 

Cutans None Argi11an Ar(gidil.I) an id. id. 
(Moderately develop巴d) (id.) 

(dWeveealkolpy ed) 

Glaebules Sesquioxidic id. id. id. id. 
nodule (C) (id.) (id.) (id.) (id.) 
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表 46. No. 81-21 の微細土壌学的性質

Characteristics Al Aa Blt BC 

Microstructure Spongy with Irregular jointed Porous and irregular id. Porous with 
and voids open smooth and porous with joint巴d with c10sed c10sed sm∞th 

cavities straight smooth smooth cavities and cavities 
fissures and c10sed curved smooth 
smooth cavities fissures 

Related distribution Porphysrk0e ・ id. id. id. id. 
of plasma and lic 
skeleton grains p1. < sk. id. id. id. id. 

Plasmic fabric Si1asepic id. Insepic id. id. 

Skeleton grains 
and lithorelicts 

Quartz (C) (0) (0) (0) (0) 
Feldspars (R) (0) (0) (0) (0) 
Epidote (R) (R) (R) (R) (R) 
Amphiboles (R) (R) (R) (R) (R) 
Magnetite (R) (R) (R) (R) (R) 
Li仕lorelicts (F) (C) (C) (C) (F) 

Pedological features 

Cutans None id. 
(WeakAly rgdiellvaen loped>

id. id. 
(id.) (id.) 

Glaebules SnoesdquuIE ioxidic id. id. id. id. 
le (0) (id.) (id.) (id.) (id.) 

表 47. No.84-1 の微細土壌学的性質

Characteristics A B BC C 

Microstructure Irregular jointed id. Spongy and irregular Irregular jointed with 
and voids with curved smooth jointed with open curved sm∞th fissures 

fissures smooth cavities and 
curved smooth fissures 

Relat疋d distribution Porphyroskelic id. id. id. 
of plasma and 
skeleton grains p1. > sk. id. p1.壬 sk. id. 

Plasmic fabric | VI In1os記叫吋eppμiih c S位h制ke凶el記叫岬pic id. Masepic id. 

Skeleton grains 
and lithorelicts 

Quartz (C) (C) (0) (0) 

Amphiboles (R) (R) 
Magnetite (0) (0) (R) (R) 
Lithorelicts (0) (0) (R) 

Pedological features 

Cutans None id. id. Ferri-argd illan 
(Moderately developed) 

Glaebules SnoesdquuleioxfVid] ic id. id. id. 
(VF) (id.) (0) (R) 
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表 48. No. 80-13 の微細土壌学的性質

Characteristics A B llBC 

Microstructure Spongy-crumby Spongy and irregular Irregular jointed and id. 
and voids with open smooth jointed with open porous with curved 

cavit冾s smooth cavities and smooth fissures and 
curved smooth fissures c10sed sm∞th cavities 

Related distribution Porphyroskelic id. id. id. 
of plasma and 
skeleton grains p1.く sk. p1.豆 sk. p1. > sk. id. 

Plasmic fabric Si1asepic Argi1lasepic Skelsepic, Insepic id. 

Skeleton grains 
and 1i thort'licts 

Quartz (VF) (VF) (C) (C) 
Feldspars (R) (R) (R) (R) 
Amphiboles (R) (R) 
Magnetite (0) (0) (0) (0) 

Lithorelicts (R) (R) (R) (R) 

Pedological features 

Cutans None None raAterlgy illan id. 
(Moderately developed) (id) 

Glaebules nSoedsquull ioxidic id. id. id. 
e (C) (C) (F) (C) 

表 49. No.84-2 の微細土壌学的性質

Characteristics A AB  BC C 

Microstructure Spongy and irregular id. Irregular jointed and id. 
and voids joined with rough spongy with curved 

and smooth cavities smooth fissures and 
and fissures open smooth cavities 

Related distribution Porphyroskelic id. id. id. 
of plasma and 
skeleton grains p1. < sk. id. p1. > sk. id. 

Plasmic fabric Argi11asepic id. iE索引o玩 I Ma叩
Skeleton grains 
and lithorelicts 

Quartz (VF) (VF) (F) (F) 
Feldspars (R) (R) (R) (R) 
Amphiboles (0) (0) (R) (R) 
Magnetite (C) (C) (0) (0) 
Lithorelicts (R) (R) (R) (R) 

Pedological features 

Cutans None id. id. id. 

Glaebules SnoEsdquule ioxidic id. id. id. 
(0) (id.) (C) (id.) 
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Characteristics 

Microstructure 
and voids 

Related distribution 
of plasma and 
skeleton grains 

Plasmic fabric 

Skeleton grains 
and lithorelicts 

Quartz 
Feldspars 
Amphiboles 
Magnetite 
Lithorelicts 

Pedological features 

Cutans 

Glaebules 
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表 50. No. 84-10 の微細土壌学的性質

A 

Porous and irregular 
jointed with rough 
and smooth cavities 
and fissures 

PorphyroskeIic 

pl.く sk.

Argi11asepic 

(VF) 
(R) 
(0) 

(0) 

(R) 

None 

Seodsquu11 ioxidic 
nodule (C) 

B1 

Porous and irreguIar 
jointed with closed 
smoo仕1 cavities and 
curved smooth 
fissures 

id. 

id. 

Skelsepic, 
Vosepic 

(VF) 
(R) 
(R) 
(0) 
(R) 

None 

id. 
(id.) 

Papule 
(R) 

表 51. 癒状物と斑紋の無機成分組成

無 機 成 分 |戸凶凶一一…O白山2

Ba nC1 

id. Irregular jointed 
with curved 
smooth fissures 

id. id. 

pl.豆 sk. id. 

幅1 id. 

(VF) (VF) 
(R) (R) 
(R) (R) 
(0) (0) 
(R) (0) 

None None 

id. id. 
(id) (id.) 

id. 
(id.) 

く%)

(おι諒告志詑4乏芝慌慨~) /卜7川B 卜6ω叶叩叩Oイ小十l卜ト41ぺ7イ/ 0.6イ/ 0.0小|い0.0/卜一 卜 l 卜いOωO 卜 卜2.81卜い98.9
乱印一→13 のをも引)ベ|い叶2口5イl お引叶川lサ十|卜1 1. 6ぺ/ 1. 0ぺ1 0.0ぺI 0.1イ| 一 /-1  0.01 - ト5.2 卜06.5
毘 84ーI の♂ /46.2/川3. 8/ 1. 0 / 0.0 / O. 0 / - 1 - / O. 0 / -卜3.8/1白

る。この土壌は土性や粘土鉱物組成等に関して No.84-20 とほとんど変わりがないことから，そのよう

な違いは，同土壌が強く乾燥することがあるととを示唆しているものと考えられ，同土壌が鈍頂尾根の肩

部IC位置しているととと密接な関連を有するものと推察される。

粘土の機械的移動に関しては，ほとんどの土壌において粘土皮膜が形成されているが，問形斜面の No.

84-23 においては粘土皮膜が全く認められない。しかし同土壌の ABg 層以下では，他の土壌と同様にイ

ンセピックやスケルボセピックファブリックが形成されている ζ とから，同土壌だけが土壊生成的に特別

年代の若い土壌とは考えられない。したがって，同土壌においてのみ粘土皮膜の形成がみられないのは，

前述のような年閣を通して湿潤な水分環境が粘土の機械的移動の進行を妨げているものと推察され，同土

壌の特異な水分環境をうかがい知るととができる。
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(3) 火成岩を母材とする土壌

火成岩を母材とする土壌の微細形態学的性質は，表 43~46 のとおりである。

スケルトングレインやリソレリクトに関しでは，鈍頂尾根，凸形斜面，および平衡斜面の NO.81ー18.

No.80ー16. および No.80ー15 では，閃緑岩や石英閃緑岩iと由来する鉱物やリソレリクトがほとんどを

占めており，異母材の混入は認められない(写真 4， 5)。しかし凹形斜面の NO.81-21 では，熱変成岩

に由来するリソレリクトや緑レン石が各層に認められるととから，同土壌は閃緑岩や石英閃緑岩の風化物

lζ熱変成岩の風化物がかなり混入したものを母材としているものと考えられる(写真 19) 。

微細構造に関しては，一般に表層でスポンジ状が(写真 6) ， そしてそれ以下の層ではポーラス状とイ

レギュラージョイント状との混じったものが主として発達している。しかし No.80-16 においては，下

層においてイレギュラージョイント状微細構造が優占する。とれは，前述のように同土壌の通気透水性が

全体的に良好で，しかも比較的乾燥しやすい凸形斜面に位置している乙とと密接な関連を有するものと考

えられ，同土壌の下層部の乾期における乾燥の程度が他の土壌の下層部より相当強いととを示唆している

ものと推定される。

(4) 不定形癌状物lと富む堆積物等を母材とする土壌

不定形癌状物に富む堆積物等を母材とする土壌の微細形態学的性質は，表 47~50 のとおりである。

また不定形癌状物 (No.84-1 の BC層から採取した1O~20mm 大のもの)を圧砕した試料と No. 8O

-13 および NO.84-1 の C層の赤褐色部の無機成分組成は，表 51 のとおりである。

それによると，不定形癌状物の珪酸含有率が非常に低く鉄含有率が非常に高い。したがってそれらの摺

状物は，いわゆる鉄石 (Iron stone) (BURINGH , 1979)6) あるいは鉄結核(Iron concretion) (Y OUNG, 

1979)28)に相当する。

それらは，遥常赤い斑紋として存在するプリンサイトが乾湿のくり返しにさらされて，不可逆的に硬化

し凝集体に変化したものとされている。乙のプリンサイトは鉄に富み腐植に乏しい粘土と，石英その他の

稀薄剤との混合物であり，風化の進行lこ伴い珪酸塩鉱物中の珪酸の流亡が相当進んでいるのが特徴とされ

ている。

しかし，不定形癌状物に富む層位のすぐ下位に位置し，明赤褐色ないし明褐色部と灰白色部とからなる

斑紋を有する NO.80-13 および No.84-1 のC層内の赤褐色部では，いずれも珪酸含有率が高く鉄やア

ルミニウムのそれは概して低いなど，珪酸の流亡や鉄の富化が進んでいないしたがって，それらはいずれ

もプリンサイトとは考えられない。また，不定形腐状物IC富む層位のマトリックスには長石類や角閃石等

の易分解性一次鉱物が含まれているが，不定形癌状物内にはそれらの鉱物が全く含まれていないなど，両

物質は質的に異なっている。(写真 8， 20, 21)。したがって，それらの癌状物は in-situ の生成物ではな

く，どζか他の場所で生成されたものが運搬されてきたものであり，火成岩等に由来する細粒物質ととも

に現在の場所 l乙堆積したものと考えられる。

また鈍頂尾根の No.84-1 では，表層から下層まで全ての層位においてプラズ7セパレイションが生成

されており，表層ではヴォセピック，スケルセピック，インセピック等のファブリックが認められる(写

真7)。乙れらの分離物は前述のように， in-situ の粘土が圧力や努断的張力 lとより配向性を獲得するた

めに生じるものであるから，比較的孔隙 1<:::富む表層でそのような過程が進行するととを想定する乙とは困

難である。したがって，そのような表層lにおける何種類ものプラスーマファブリックの存在は，地表面の削
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来IJによる下層土の露出によるものと考えられる。

これに対して凸形斜面の No.80-13 においては，不定形癌状物lζ富む土佐積物lζ由来するAおよびB層

lとは，プラズマセパレイションが全く認められない。前述の鈍頂尾根や，問形斜面および山麓緩斜面等の

不定形癌状物に富む堆積物に由来する他の層位では，いずれもプラズマセパレイションが形成されている

ととろから， No.80-13 のAおよびB層とそれらの層位とでは，土壌生成学的に堆積年代が異なるもの

と推定される。

したがって，不定形癌状物の含有量が明瞭に異なる断面形態的特徴1<:基づいて，再堆積物と判断された

No.84-2 のAおよびAB層や， No.84ー10 のA ， Bl' およびBs 層と同様に， No.80-13 のAおよび

B層も，斜面の上位にある不定形癌状物l乙富む堆積物に由来する再堆積物であると推定される。

また No.84-1Oの Bl および B2 層においてはパピュールが認められることから，それらの再堆積物

Ir::は No.84-1 あるいは No.80-13 の下層土等の粘土皮膜を持つ物質の混入が推定される。

微細構造に関しては，イレギュラージョイント状がいずれの土壊にも発達している。

それらの土壌のうち，不定形痛状物に富む土層の厚い鈍頂尾根，由形斜面，山麓緩斜面等の土壊はいず

れも通気透水性が良好であることから，また不定形の癒状物をほとんど含まない細粒物質が下層に出現す

る凸形斜面の No.8トー13 では通気透水性は不良であるが，乾期にはその下層1<:何本もの幅の広いクラッ

クが発達する乙とから，いずれも乾期に土層の乾燥が相当進行すると考えられる土壌である。したがって

イレギュラージョイント状の微細構造は，そのような土層の強度の乾燥を反映しているものと推定され

る。

摘要

フィリピン共和国パンタパンガン地域においては，荒廃草原地における流域管理と木材生産の調和をは

かる造林技術の開発やそれらの体系化，およびそれらの技術移転を目的として森林造成に関する日比技術

協力プロジェクトが行われている。

筆者は， 1980~1984 年にかけて同プロジェクトサイトの土壌調査を行いその立地条件を明らかlとする

とともに， それらの結果に基づいて同地域を 13 タイプの立地区 1<:区分した。それらの概要は次の通りで

ある。

1. 調査地の自然環境

調査地は 2， 0∞ mm にもおよぶ年平均降水量のほとんどが 5 月 ~11 月の雨期に集中し， 12 月 ~4 月ま

ではほとんど雨の降らない明瞭な乾期をもっ熱帯モンスーン気候下に属し， 年平均気温は 27.7.C で，最

暖月と最寒月の月別平均気温の差は S.C 未満である。

地形は主として標高 3S0~4S0m の波状丘陵地からなり，一部標高 9S0m 以下の起伏の少ない山地が含

まれている。

そして地質的には，第三紀層地帯と閃緑岩ないし石英閃緑岩を主とする火成岩地帯とに大別されるが，

調査地内にはその他第四紀磯層，赤褐色砕屑堆積物，第四紀粘土質堆積物，不定形嬉状物iζ富む堆積物等

が分布しており，土壌の母材面からの地質は複雑である。

また植生では，かつて同地域をおおっていたフタパガキ科樹木を主とする熱帯雨緑林は，局所的lと沢沿

いに細長く残っているのみで，サモン，コゴン，タラヒブ等の草本類が一面に繁茂している。
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2. 調査地の土嬢

調査地の土壌は，かつてそ乙をおおっていた熱帯雨緑林が破壊され草原化し，しかもそれらの草原が毎

年乾期に焼き払われるとと等が原因で，森林下でっちかわれた肥よくな表土が流亡するとともに，地上か

ら土壌への有機物の供給が激減し，それらをエネルギー源とする土壌動物の活動が妨げられ，腐績の生成

や集積および土壌構造の形成等が阻害されている ζ とを反映し， A層が概して薄く，しかも暗色味が弱

しまたいずれの土壌も構造の発達が不良である。

しかし，その他の理化学的性質は母材や地形の違いによってそれぞれ異なる。

まず，第四紀軍事層，赤褐色砕屑堆積物，火成岩等を母材とする土壌は，主として鈍頂尾根，凸形斜面，

平衡斜面，凹形斜面，急斜面等に分布する o そのうち鈍頂尾根，凸形斜面，平衡斜面等に分布するもの

は，概して風化が進んでおり，土層は赤褐色を呈し，塩基の流亡が比較的進んでいる。

これに対して，第四紀喋層を母材とする急斜面および赤褐色砕屑土佐積物や火成岩を母材とする凹形斜面

のものは，侵食，削剥，堆積作用等による斜面形成過程に伴って母材がそれぞれ変化を受けた乙とを反映

し，一般に CEC が大きし塩基含有量も比較的多い。

第三紀泥岩や第四紀粘土質堆積物を母材とする土壌は，主として平衡斜面，凹形斜面，山麓緩斜面等に

分布する。それらはいずれも母材の特質を強く受け継ぎ， CEC，塩基含有量，塩基飾和度が高く，また膨

潤性の 2 : 1 型粘土鉱物含有量が非常に多いので，ほとんどの土壌においてスリッケンサイドが形成され

ている。

不定形癌状物lζ富む堆積物等を母材とする土壌は，第 2パーセルの 91 林班の鈍頂尾根， 凸形斜面， 凹

形斜面，山麓緩斜面等l乙分布する。この土壌も母材の特質を強く反映して， CEC，塩基含有量，および塩

基飾和度が低く，いずれも強酸性を呈する。

理学性に関しては，第四紀際層や不定形癌状物に富む堆積物等を母材とする土壌では，一般に通気透水

性が良好過ぎ，また第三紀泥岩や第四紀粘土質堆積物を母材とする土壌では通気透水性が極めて不良であ

り，いずれも理学性は不良である。これに対して赤褐色砕屑堆積物や火成岩を母材とする土壌では，一般

に通気透水性が中庸であるため理学性が良好である。

3. 地形および土蟻と植生との関係

鈍頂尾根，凸形斜面，急斜面等に分布する磯含有量の多い土壌，不定形痛状物l乙富む堆積物等を母材と

する土壌，および平衡斜面，凹形斜面，山麓緩斜面等lと分布する粘土含有量の多い土壌では，塩基含有量

が少なく酸性度が強いか，あるいは置換性 Mg を主体とする置換性塩基含有量が多く，しかも理学性が不

良であるとと等を反映し，いずれもサモンが優占している。

とれに対して，鈍頂尾根，平衡斜面，凹形斜面等に分布する赤褐色砕屑堆積物や火成岩を母材とする土

壌，および粘土含有量が高く理学性は不良であるが，置換性カルシュウム含有量が高い凹形斜面や山麓緩

面の土斜壌では，それらの理化学性を反映してコゴンが優占する。
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Soils and Site Classification in Pantabangan Area, the Philippines( 1) 
--Morphological, physical and micropedological properties of soils一一ー

Hisayoshi Y AGIω 

Summary 

-115-

The rapid decrease of forests with the rapid increase of population and the rapid expaｭ

nsion of economy in the tropical and stbtropical countries concerns not only the conservation 

and cultivation of wood resources but also the problem of the global environment. Also in 

the Republic of the Philippines, the selective logging of natural forests and the subsequent 
reckless expansion of slash-and-burn farming and grazing in the logged over area have 

completely changed the forest into open grasslands and other denuded lande totalling nearly 

five miIIion hectares. Now it is an urgent matter for them to reclaim those areas to forests 

for the sake of the natural conservation, the cultivation of wood resources, the restoration of 

water and land conservation. However, afforestation techniques have not been established 
yet in those open grasslands. 

The Dantabangan area in the northern part of Neuva Ecija Province in Central Luzon 

is located along the upper course of the Pampamga River which runs through the Central 

Plain, and is one of the most important watersheds in the Republic of the Philippines. The 

area used to be covered with a tropical rain forest mainly composed of dipterocarp trees, 
but the forest has been completely destroyed in th巴 past hundred years, and the area has 
been completely changed into open grassland and other denuded lands totalling nearly 50.0∞ 

ha. Therefore, the Republic of the Philippines-]apan Technical Cooperation Project for the 
afforestation of the Pantabangan area was launched in late November 1976 in order to develop 

various afforestation techniques and to systematize them, so that they may contribute to the 
successful afforestation of the area. The project site is s巴t up by the trial and pilot plantaｭ

tions of 8,100 ha composed of Parcel 1, 2, and 3. 
The author has made a morophological, physical, chemical and micropedological study of 

soils in the project site since 1980, and clarified the site conditions in the area. The results 

obtained are as follows: 

1. Natural environment of the site 

The area belongs to the tropical monsoon climate, and has a very dry s伺鈎n from 

Decemcer to April. The average annual rainfall is 2,042 mm, and most of the rainfall is 

cancentrated in the rainy season. The average annual temperature is 27.70C, and it is charaｭ
cterized by the fact tha t the difference b巴tween the maximum and minimum mean monthly 

temperatures is smaller than 50C. 

The topography is mostly composed of rolling hills ranging from 350~450 m a. s. I. and 

partly composed of mountains lower than 950 m a. s. 1., 

The site is mainly separated into Tertiary and igneous rock areas on the geological map, 
but in detail the Quaternary gravel sediment, the red-brown clastic sediment derived from 
metavolcanics, the Quaternary clayey sediment and the sediment rich in irregular nodules 

Receivid October 22, 1985 
11) Research Coordination Division 
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are partially distributed in those areas. 

All the project sites are widely occupied by open grasslands except unburnt narrow 

ribbon forests of dipterocarp trees along the str巴ams. Th巴 composition of the open grasslands 

is mainly composed of only a few grass species such as Themeda triandra(samon) , Imperata 

cylindricum (cogon) and Saccharum spontaneum (talahib). 

2. Soils of the 副総

Soils of the site are more or less denuded of their surfaces and are strongly degraded of 

their surface horizons due to the destruction of natural forest and the subsequent repeated 

burning of herbaceous vegetation over a long period of time. But the other physical and 

chemical properties are different according to the parent materials and the topography 

respectively. 

Soi1s derived from the Quaternary gravel sediment, red-brown clastic sediment and 

igneQus rock on thegent1e ridges and the convex and straight slopes are highly weathered 

in general, have argillic horizons, and are poor in exchangeable cations. On the other hand, 

soi1s derived from Quaternary sediment on the steep slopes, and soils derived from red-brown 
c1astic sediment and igneous rock on the concave slopes are relatively high in cation exchaｭ

nge capacity (CEC) and the content of exchangeable cations due to the changing in quality 

of parent materials during the denudation and transportation of them. 

Soi1s derived from Tertiary mudstone and Quaternary c1ayey sediment are rnainly distrｭ

ibuted on straight and concave slopes and piedmont gent1e slopes, are very high in CEC, the 
content of exchangeable cations and base saturation due to the strong effect of the parent 

materials. As they are also very high in expansible 2: 1 c1ay minerals, slickenside is formed 

in most of them. 

Soils derived from sediment rich in irregular nodules are generally distributed in 91 

Compartment of Parcel II. They are very low in CEC, the content of exchangeable cations 
and base saturation, and strongly acidic due to the strong effect of the parent ma旬rial.

As for physical properties under the c1imatic condition of the site with dry and rainy 

seasons，仕le water permeability of soils derived from Quaternary gravel sediment and sedi・

ment rich in irregular nodules is generally t∞ high， and the water permeability of soils 

derived from Tertiary mudstone and Quaternary c1ayey sediment is generally too low, for 
that reason, both of them are poor in physical properties. On the contrary, the water 

permeability of soi1s derived from red-brown clastic sediment and igneous rock is generally 

medium, therefore they are good in physical properties. 
3. Relationship between soils and vegetation 

Soi1s with high gravel content and soi1s derived from sediment rich in irregular nodules 

on gent1e ridges and convex and steep slopes have low contents of exchangeable cations 

and are strongly acidic, and soi1s with high c1ay content on straight, concave and piedmont 
gentle slopes have a high content of exchangeable cations which is dominated by exchangeｭ

able Mg. Furthermore all of them are poor in physical properties. Therefore, Themeda 
triandra which is relatively tolerant of dry and infertile soi1 conditions is widely distributed 

in those areas. On the other hand, soi1s derived from red-brown clastic sediment and igneous 

rock on gent1e ridges and straight and concave slopes are rather good in physical and 

chemical properties, and some clayey soils on concave and piedmont gentle slopes have a very 

high content of exchangeable Ca, so in those areas, Imperate cylindricum, which prefers rather 
good physical and chemical conditions, is widely distributed. 
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写真 1. アルジラン(赤褐色部)，スケルトングレインおよび

リトレリクト， x 34 
(No. 80- 12, B2t J語，透過光)

写真 2. 緑レン石!C富むスケルトングレイン， X 34 

(No. 80- 7, Blt 属，透過光)
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写真 3. スケルトングレイン(緑レン石，灼閃石，斜長石，カリ長

石，石英を合む) ， X 34 

(No.84-15. A層，直交ニコ Jレ)

写真 4. 多孔fîなセスクィオキサイディックノジューノレと磁鉄鉱風

化物， X 34 

(No.80-15, A層， I汽交ニコル+反射光)



パンタパンガン地域の土境と良地区分に関する研究 (第 1 報) (八木) -Plate 3-

写真 5. 緑レン石を合む熱変成岩風化物， x 85 

(No. 81- 21 , Al層， 透過光〉

写真 6. 有色鉱物を合むスケノレト ング レイ ン ， X 34 

(No. 84- 2, Al肘 ， 透過光)
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写真 7. 7 セピ ック およびスケ ノレセピ ックファプ リ ックの発達 した

S -7 トリ ック ス， x 34 
(No.84- 2, C盾， 直交ニコ Jレ)

写真 8. セス クィ オキサイディック ノジ ュ ー Jレ， x 34 
(No. 84- 1, Al届， 直交ニコ Jレ+反射光)



パンタパンガン地域の土瞥と立地区分に関する研究(第 1 報) (八木) -Plate 5-

写真 9. パンタパンガン森林造成プロジェクトサイト(丘陵地)

写真 10. パンタパンガン森林造成プロジェクトサイト(山地)
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写真 11. スリッケンサイド (No.80-1 ， B 層〉

写真 12. ナラ (Pterocaゆus indicus) 新楠地の地表両iC発達した

クラック (No. 80-17) 



パンタパンガン地域の土壌と立地区分lζ関する研究(第 1 報) (八木) -Plate 7ー

写真 13. 地表面に相対集積した磯 (No.80ー7)

写真 14. 然変成岩， x 34 (No. 80-7, A屑， -[Yi交ニコノレ)
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写真 15. 内線岩， x 34 (No. 84-28, C層，直交ニコル)

写真 16. 玄武岩に由来したリソレリクト， x 34 
(No. 84-28, A2 層，透過光)



パンタパンガン地域の土壌と立地区分に関する研究(第 1 報) (八木) -Plate 9一

写真 17. スポンジ状微細構造， x 34 
(No. 84-25, Al 層，透過光〉

写真 18. イレギュラージョイント状微細構造， X 34 

(No. 84-25, B2 層，直交ニコ Jレ〉



-Plate 10ー 林業試験場研究報告第 336 号

写真 19. スポンジ状微細構造と植物遺体内のフィーカルベレッ卜， x 34 
(No.81ー18， A層，透過光)

写真 20. 斜長石を合むスケルトングレイン， x 85 
(No 84-2, Al 居，直交ニコノレ)



パンタパンガン地域の土壌と立地区分に関する研究(第 1 報) (八木) -Plate 11ー

写真 21. インセピックおよびスケルセピックファブリック， X 34 

(No. 84-1 , Al 層，直交ニコノレ〉

写真 22. オムニセピックファブリック， X 34 

(No. 84-17, A2 層，直交ニコノレ)


